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埼経協ニュース３６５号

平
成
二
三
年
九
月
二
七
日
�
一
三
時
三

〇
分
か
ら
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
四
階
ロ

ー
ズ
ル
ー
ム
で
、
企
業
の
た
め
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
ベ
ト
ナ
ム
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
に
向
け
て
」
が
、

本
会
、
埼
玉
大
学
、
埼
玉
県
国
際
交
流
協

会
の
三
者
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
本
会

会
員
な
ど
八
一
名
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し

て
、
本
会
利
根
忠
博
特
別
顧
問
の
開
会
挨

拶
が
行
わ
れ
、
利
根
特
別
顧
問
は
「
今
後

の
企
業
業
績
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
高
い
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
新
興

国
な
ど
、
国
外
の
成
長
機
会
を
積
極
的
に

取
り
込
む
こ
と
が
重
要
な
経
営
課
題
で
あ

り
、
今
般
、
特
に
経
済
成
長
著
し
い
ベ
ト

ナ
ム
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
に
向

け
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ
ム
の
現
状
を
理

解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
関
係

者
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。（
挨
拶
要
旨
は

下
記
参
照
）

続
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

建
設
省
副
大
臣
ブ
イ
・
フ
ァ
ム
・
カ
ン
氏

よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
、
同
氏
は
「
近
年
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

都
市
計
画
、
教
育
の
整
備
・
充
実
は
国
民

か
ら
の
期
待
が
高
く
、
こ
れ
に
応
え
る
べ

く
最
善
を
尽
く
し
て
き
た
が
、
こ
の
重
要

な
政
策
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
資
金
、

人
材
、
時
間
を
多
く
必
要
と
し
て
お
り
、

埼
玉
県
の
企
業
の
皆
様
の
支
援
を
強
く
期

待
し
て
い
る
」
と
埼
玉
県
の
企
業
に
対
す

る
強
い
期
待
を
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
講
演
に
入
り
、
日
本
貿
易
振

興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
の
前
ハ
ノ
イ
事
務

所
所
長
で
現
海
外
調
査
部
主
任
研
究
員
の

守
部
裕
行
氏
よ
り
、「
ベ
ト
ナ
ム
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
、
日
越
関
係
の
変
遷
、
ベ
ト
ナ
ム
の

マ
ク
ロ
経
済
動
向
、
賃
金
の
動
向
、
直
接

投
資
の
推
移
、
消
費
の
動
向
、
建
設
投
資

の
現
状
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
講
演
�
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム

建
設
省
建
設
管
理
局
副
局
長
の
レ
・
ス
ア

ン
・
チ
ュ
オ
ン
氏
よ
り
、「
ベ
ト
ナ
ム
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
方
向
性
と
日
本
と
の
連

携
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、

セ
ミ
ナ
ー
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
埼
玉
県
国
際
交
流

協
会
主
催
の
歓
迎
レ
セ
オ
プ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
企
業
関
係
者
と
ベ
ト
ナ
ム
建
設
省

訪
問
団
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
が
大
い
に

深
め
ら
れ
た
。

企
業
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
利
根
特

別
顧
問
開
会
の
挨
拶

企
業
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
支
援
セ

ミ
ナ
ー
、「
ベ
ト
ナ
ム
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
に
向
け
て
」
の
開
会
に
あ
た

り
、
主
催
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
一

言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
公
務
、
大
変
ご
多
忙
の
中
、

ベ
ト
ナ
ム
建
設
省
副
大
臣
の
ブ
イ
・
フ
ァ

ム
・
カ
ー
ン
（M

r.
Bui
Pham

K
hanh

）

様
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問
団
の
皆
様
に
は
、

本
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
臨
席
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
最
初
に
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
す
、
前
の
ジ
ェ
ト
ロ
・
ハ
ノ
イ
・
セ
ン

タ
ー
所
長
で
、
現
在
ジ
ェ
ト
ロ
海
外
調
査

部
の
守
部
主
任
調
査
研
究
員
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、ご
多
忙
の
中
、講
演
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
日
本
経
済
の
将
来
を
展
望
い
た

し
ま
す
と
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
等
に
よ
り
、
国
内
需
要

の
盛
り
上
が
り
に
は
多
く
を
期
待
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
企
業
業
績
を
向

上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
高
い
経
済
成

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１１ 月号

日本経団連 埼玉

企企
業業
のの
たた
めめ
のの
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
化化
支支
援援
セセ
ミミ
ナナ
ーー

「「
ベベ
トト
ナナ
ムム
とと
のの
パパ
ーー
トト
ナナ
ーー
シシ
ッッ
ププ

推推
進進
にに
向向
けけ
てて
」」
開開
催催

１０・１１

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
開
催
さ
れ
た
レ
セ
プ

シ
ョ
ン

開
会
の
挨
拶
を
す
る
利
根
特
別
顧
問

講
演
す
る
守
部
裕
行
氏

挨
拶
を
す
る
ブ
イ
・
フ
ァ
ム
・
カ
ン

ベ
ト
ナ
ム
建
設
省
副
大
臣

講
演
す
る
レ
・
ス
ア
ン
・
チ
ュ
オ
ン

ベ
ト
ナ
ム
建
設
省
副
局
長
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長
を
遂
げ
て
い
る
新
興
国
な
ど
、
国
外
の

成
長
機
会
を
積
極
的
に
取
り
込
む
こ
と
が
、

重
要
な
経
営
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
本

日
お
集
ま
り
の
企
業
の
皆
様
方
の
中
に
は
、

既
に
海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
さ
れ
て

い
る
方
、
ま
た
現
在
、
海
外
展
開
を
検
討

中
の
企
業
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
認
識
に
基
づ
き
、
企
業

の
皆
様
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
今
般
、
ポ
ス
ト
中
国

と
い
わ
れ
、
経
済
成
長
著
し
い
、
ベ
ト
ナ

ム
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
に
向
け

て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

是
非
と
も
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
、
そ
し
て

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
開
催
さ
れ
ま
す
、
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
現
状

を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ

ム
訪
問
団
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

結
び
に
、
本
日
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
、
皆
様
方
の
事
業
の
御
繁
栄
と
日
本
と

ベ
ト
ナ
ム
両
国
の
関
係
が
よ
り
親
密
に
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
簡
単

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
開
会
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

建
設
省
ブ
イ
・
フ
ァ
ム
・
カ

ン
副
大
臣
挨
拶
要
旨

本
日
は
本
セ
ミ
ナ
ー
に
お
招
き
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
挨
拶
の
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
ず
、
主
催
者
で
あ
り
ま
す
埼
玉
大
学
、

埼
玉
県
経
営
者
協
会
、
埼
玉
県
国
際
交
流

協
会
、
埼
玉
県
他
、
関
係
者
の
皆
様
、
さ

ら
に
公
私
と
も
ご
多
忙
の
中
、
本
セ
ミ
ナ

ー
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
の

皆
様
方
に
対
し
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共

和
国
の
建
設
省
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
は
、

ベ
ト
ナ
ム
に
関
す
る
理
解
を
一
層
深
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
投
資
機

会
に
つ
い
て
有
益
な
情
報
を
得
ら
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
日
越
両
国
は
共
に
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
問

題
の
終
息
と
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
と
い
う
極
め
て
大
き
な
課
題
に

直
面
し
、
そ
れ
を
克
服
し
て
い
く
段
階
に

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、
現
状
、

国
土
の
建
設
と
開
発
の
第
一
段
階
に
あ
り

ま
す
が
、
国
内
で
は
二
〇
％
を
超
え
る
イ

ン
フ
レ
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
対
外
的

に
は
欧
州
諸
国
の
債
務
問
題
等
に
端
を
発

し
た
、
世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ
り
、
ベ

ト
ナ
ム
へ
の
投
資
減
少
と
い
う
リ
ス
ク
要

因
を
抱
え
る
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
情
勢

に
あ
り
ま
す
。

我
々
は
こ
の
よ
う
な
大
き
な
困
難
に
直

面
し
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
一
方
で
は
、

決
し
て
明
る
い
将
来
に
対
し
て
悲
観
し
て

は
お
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
埼

玉
県
に
お
け
る
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
ま
さ
に

そ
の
証
左
と
い
え
る
か
ら
で
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
、

埼
玉
県
の
企
業
の
皆
さ
ま
の
状
況
を
把
握

し
た
り
、
皆
様
の
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
要

望
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、こ
う
し
た
機
会

を
通
じ
収
集
し
た
情
報
等
に
も
と
づ
き
、私

ど
も
は
、日
本
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
建
設
市
場

へ
の
参
入
促
進
を
図
る
た
め
の
様
々
な
政

策
立
案
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
都
市
計
画
、
教
育
の
整
備
・
充

実
は
国
民
か
ら
の
期
待
が
高
く
、
こ
れ
に

応
え
る
べ
く
最
善
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
重
要
な
政
策
課
題
解
決
の
た
め

に
は
、
資
金
、
人
材
、
時
間
を
多
く
必
要
と

し
て
お
り
、
是
非
と
も
埼
玉
県
の
企
業
の

皆
様
の
支
援
を
強
く
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
埼
玉
県
の
企
業
の
皆
様
が
、
投

資
・
調
査
の
た
め
に
ベ
ト
ナ
ム
に
お
越
し

に
な
ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
わ

れ
わ
れ
は
最
善
の
努
力
を
も
っ
て
皆
様
を

支
援
し
ま
す
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
セ

ミ
ナ
ー
が
成
功
を
お
さ
め
ら
れ
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

目

次
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グ
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援
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催
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埼
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�
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働
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な
事
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」

２６

�
事
業
だ
よ
り
・
広
告

２７

�
告
知
板
、
埼
玉
音
協

２８

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
余
興
と
し
て
行
わ
れ

た
埼
玉
大
学
邦
楽
部
琴
吹
会
の
演
奏

埼
玉
大
学
音
楽
研
究
会
の
お
囃
子

グ
ロ
ー
バ
ル
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
は
８０
名

を
超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た

ベ
ト
ナ
ム
訪
問
団
員（
中
）と
深
耕
を
深

め
る
本
会
会
員
（
左
�
松
本
伸
一
郎
氏

右
�
田
中
徳
尚
氏
）
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國
廣
氏
講
演
要
旨

平
成
二
三
年
度
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
が
、
十
月
十
八
日
�
ソ
ニ
ッ
シ
テ
ィ
四

階
の
市
民
ホ
ー
ル
で
一
〇
七
名
の
参
加
者

を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

第
五
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業

の
危
機
管
理
や
リ
ス
ク
管
理
の
第
一
人
者

で
あ
る
国
広
総
合
法
律
事
務
所
・
國
廣
正

弁
護
士
に
よ
り
「
そ
れ
で
も
企
業
不
祥
事

が
起
こ
る
理
由
〜
�
法
令
遵
守
�
を
超
え

る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
の
実
務
―
企
業
不
祥

事
例
等
を
踏
ま
え
て
」
と
題
し
講
演
が
行

わ
れ
た
。（
講
演
要
旨
は
以
下
の
通
り
）

な
お
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
関

東
信
越
国
税
局
長
大
川
浩
氏
に
よ
る
「
税

務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
維
持
・
向
上
に

向
け
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充

実
に
つ
い
て
〜
国
税
当
局
が
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
す
る

特
別
講
演
も
行
わ
れ
た
。

一
、
企
業
の
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
、
最

近
の
事
例
を
も
と
に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
と
は
何
か
」「
リ
ス
ク
管
理
と
は

何
か
」
を
考
え
て
み
る
。

□
パ
ロ
マ
工
業
�
の
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
不

正
改
造
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
死
事

件自
社
製
品
に
か
か
わ
る
重
大
事
故
の
発

生
は
、
企
業
に
と
っ
て
の
危
機
で
あ
る
、

こ
の
状
況
を
い
か
に
切
り
抜
け
る
か
と
い

う
危
機
管
理
力
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
場

合
、
企
業
が
陥
り
や
す
い
罠
が
あ
る
。
危

機
的
状
況
に
陥
っ
た
企
業
は
、
ま
ず
法
律

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
弁
護
士
に
尋
ね

る
。「
不
正
改
造
さ
れ
た
当
社
の
製
品
に

欠
陥
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
」

「
欠
陥
が
な
い
場
合
で
も
、
事
故
情
報
は

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
」
こ
れ
に
対
し
、
普
通
の
弁
護
士
な
ら

次
の
よ
う
に
答
え
る
だ
ろ
う
。「
欠
陥
と

は
言
え
ま
せ
ん
」「
公
表
を
命
じ
る
法
律

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
こ
れ
は
「
法
律
的

に
正
し
い
答
え
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
に
従
っ
て
パ
ロ
マ
が
取
っ
た
行
動
は

「
正
し
い
危
機
管
理
」
で
は
な
か
っ
た
。

か
え
っ
て
、
重
大
事
故
隠
し
と
い
う
社
会

的
批
判
を
招
き
、
危
機
管
理
の
致
命
的
な

ミ
ス
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

危
機
的
状
況
に
お
い
て
、
企
業
は
不
安

に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
「
法
律
的
に
正
し
い
答
え
」
を
示
さ
れ

る
と
、
企
業
は
そ
れ
だ
け
に
す
が
り
つ
く

傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
木
を

見
て
森
を
み
て
い
な
い
対
応
に
な
っ
て
し

ま
う
。
大
切
な
こ
と
は
、「
企
業
は
ど
う

行
動
す
べ
き
か
」
と
い
う
社
会
的
要
請
に

従
っ
た
行
動
な
の
で
あ
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
「
法
令
遵
守
」

と
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は

危
険
な
誤
解
を
生
み
や
す
い
。「
法
令
遵

守
」
と
い
う
言
葉
は
、
法
令
さ
え
守
っ
て

い
れ
ば
足
り
る
と
い
う
誤
解
を
招
き
、
致

命
的
な
ミ
ス
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
企
業
不
祥
事

防
止
の
リ
ス
ク
管
理
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、
細
か
い
法
律

解
釈
論
に
入
り
込
む
こ
と
で
は
な
く
、
社

会
的
要
請
に
沿
っ
た
行
動
を
確
保
す
る
企

業
行
動
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
行

動
に
よ
っ
て
初
め
て
企
業
の
リ
ス
ク
管
理

が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
本
質
は
、
企
業

に
対
す
る
社
会
的
要
請
を
正
確
に
把
握
し

て
、
こ
れ
に
応
じ
た
行
動
を
確
保
す
る
こ

と
で
あ
る
。
企
業
は
こ
の
点
を
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
企
業
に
対

す
る
社
会
的
要
請
は
時
代
と
と
も
に
変
化

す
る
。
こ
の
た
め
、
企
業
は
時
代
と
と
も

に
変
化
す
る
社
会
的
要
請
を
的
確
に
と
ら

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

□
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
事
件

二
〇
〇
八
年
一
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
記
者
と

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
三
名
に
よ
る
イ
ン
サ
イ
ダ

ー
取
引
容
疑
で
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会

の
立
ち
入
り
調
査
を
受
け
た
。
三
名
の
記

者
ら
は
金
融
庁
か
ら
課
徴
金
納
付
命
令
を

受
け
る
と
と
も
に
、
こ
の
不
祥
事
で
会
長

を
は
じ
め
多
く
の
理
事
が
退
任
に
追
い
込

ま
れ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
不
祥
事

が
発
生
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
施
策
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、
不
正
防
止
と
い
う
目
的
は
正
当
で
あ

る
に
し
て
も
、
そ
の
た
め
の
施
策
に
費
や

さ
れ
る
労
力
と
コ
ス
ト
が
膨
大
で
あ
り
、

こ
の
結
果
、
形
式
主
義
が
広
が
り
、
現
場

の
被
弊
感
を
生
み
、
業
務
効
率
を
阻
害
す

る
状
況
が
生
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
対
策

は
、
す
で
に
発
生
し
た
不
祥
事
に
対
す
る

事
後
の
モ
グ
ラ
叩
き
的
対
応
に
終
始
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、
不
祥
事
防

止
の
た
め
の
リ
ス
ク
管
理
で
あ
り
、
リ
ス

ク
管
理
と
は
、「
当
社
で
こ
れ
か
ら
起
き

そ
う
な
事
件
や
事
故
は
何
な
の
か
」
と
い

う
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
、
予
防
措
置
を
講
じ

る
こ
と
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は

モ
グ
ラ
叩
き
の
対
策
に
終
始
し
、
こ
の
結

果
新
し
い
リ
ス
ク
を
想
定
し
こ
れ
を
事
前

に
予
防
す
る
と
い
う
対
応
に
は
経
営
資
源

が
十
分
に
投
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

『
そ
れ
で
も
企
業
不
祥
事
が
起
こ
る
理
由
〜

�
法
令
遵
守
�を
超
え
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
の
実

務
』に
つ
い
て
、國
廣
正
弁
護
士
が
講
演

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の
関
心
の
高

さ
か
ら
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
っ
た

講
演
す
る
國
廣
正
氏

特
別
講
演
を
す
る

関
東
信
越
国
税
局
局
長

大
川
浩
氏

― ３ ―



こ
の
結
果
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
職
員
に
よ
る
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
を
予
測
で
き
ず
、
必
要

な
予
防
措
置
を
と
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
最
近
の
企
業
不
祥
事
を
ど
う
理
解
す

る
か

リ
ス
ク
管
理
を
行
お
う
と
す
る
企
業
は
、

リ
ス
ク
の
本
質
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、
重
箱

の
隅
を
つ
つ
く
よ
う
な
法
律
解
釈
や
金
貨

玉
条
の
精
神
論
で
は
な
い
。
社
会
が
今
ど

ち
ら
の
方
向
に
動
い
て
い
る
の
か
、
企
業

が
今
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
世
の
中
の
変

化
と
と
も
に
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
企
業

に
襲
い
か
か
っ
て
く
る
か
と
い
う
将
来
を

読
ん
で
対
応
す
る
リ
ス
ク
管
理
力
の
こ
と

だ
。近

年
、
実
に
多
種
多
様
な
企
業
不
祥
事

が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
件
を

み
る
と
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
企
業
不

祥
事
防
止
の
リ
ス
ク
管
理
だ
と
い
っ
て
も
、

結
局
、
多
く
の
法
律
の
条
文
を
知
ら
な
け

れ
ば
対
応
で
き
な
い
で
は
、
と
考
え
が
ち

に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
反
応
は
、

企
業
不
祥
事
の
本
質
の
理
解
が
不
十
分
な

た
め
に
陥
る
誤
解
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、

ま
ず
、
不
祥
事
そ
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

の
本
質
は
何
で
あ
る
か
を
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
企
業
不
祥
事
の
底
流
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
自
由
競
争
社
会
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
プ
レ
ー
す
る
資
格
が
あ
る
の

か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
日
本
は

自
由
競
争
社
会
で
あ
る
。
自
由
と
は
、
好

き
勝
手
で
は
な
く
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
（
公

正
な
企
業
活
動
）
を
意
味
す
る
。
こ
の
フ

ェ
ア
プ
レ
ー
の
基
本
を
理
解
し
な
い
ま
ま
、

い
く
ら
法
令
遵
守
を
叫
ん
で
み
た
と
こ
ろ

で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
本
質
を
把
握

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
企
業
不
祥
事
は
な

く
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

三
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基
本

リ
ス
ク
管
理
は
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
で
は
な
い
。�
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
�

と
タ
テ
マ
エ
を
い
う
の
で
は
な
く
、
リ
ス

ク
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
を
で
き

る
限
り
減
少
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
存
在
し
続
け
る
リ
ス
ク
を

制
御
す
る
こ
と
が
リ
ス
ク
管
理
な
の
で
あ

る
。経

営
者
は
、
い
つ
で
も
不
正
や
事
故
は

起
こ
り
得
る
と
い
う
認
識
を
社
内
に
浸
透

さ
せ
、
小
さ
な
不
正
や
事
故
の
芽
に
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
す
る
社
員
の
健
全
な
感
覚
を

育
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、

「
芽
」
を
生
じ
さ
せ
た
土
壌
、
企
業
風
土

を
組
織
と
し
て
検
証
す
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
。
担
当
者
個
人
を
処
罰
す
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
経
営
者

の
役
割
は
「
問
題
を
隠
さ
ず
、
個
人
の
責

任
に
せ
ず
。
知
恵
を
出
し
合
っ
て
解
決
し

よ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ

と
に
あ
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、
法
令
の
字

句
よ
り
も
、
そ
の
趣
旨
・
精
神
を
尊
重
し

た
行
動
を
求
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と

を
理
解
し
行
動
す
る
こ
と
が
、
企
業
の
リ

ス
ク
管
理
と
し
て
も
合
理
的
で
あ
る
し
、

顧
客
と
企
業
の
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
関
係

を
通
じ
た
企
業
の
成
長
に
つ
な
が
り
、
ひ

い
て
は
、
社
員
に
誇
り
と
元
気
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
、
企
業
の
持
続
的
成
長
の
基

礎
が
築
か
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は「
知
識
」

で
は
な
く
「
意
識
」
の
問
題
で
あ
る
。
細

か
い
ル
ー
ル
を
覚
え
込
ん
で
も
、「
な
ぜ

ル
ー
ル
が
存
在
す
る
の
か
」
と
い
う
基
本

が
理
解
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
忘

れ
ら
れ
、
社
員
は
「
や
ら
さ
れ
感
」
が
残

る
だ
け
で
あ
る
。
社
員
が
誇
り
を
持
ち
、

元
気
に
な
る
た
め
に
は
、
経
営
陣
は
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
シ
ン
プ
ル
な
基

準
を
明
快
に
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。わ

か
り
や
す
い
基
準
が
あ
る
。「
今
や

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
家
族
や
子
ど

も
に
説
明
で
き
る
か
」
と
い
う
基
準
だ
。

か
つ
て
は
「
現
実
の
世
界
に
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
清
濁
併
せ
飲
む
の
が
大
人
だ
」
な

ど
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
社
会
的
要
請

に
沿
っ
た
行
動
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か

が
リ
ス
ク
管
理
の
成
否
を
分
け
る
今
日
で

は
、「
家
族
や
子
ど
も
に
説
明
で
き
る
か
」

と
い
う
基
準
が
極
め
て
有
効
に
機
能
す
る
。

実
際
の
事
件
に
当
て
は
め
れ
ば
、
企
業
不

祥
事
の
多
く
は
こ
の
基
準
で
防
げ
る
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
家
族
に
胸

を
張
れ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
は
社
員
の
元

気
の
源
と
な
り
、
社
員
の
元
気
は
企
業
の

元
気
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
文
書
を
積
み
上

げ
、
社
員
を
疲
弊
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
リ
ス
ク
を
管
理

し
、
社
員
を
元
気
に
し
、
企
業
を
持
続
的

に
成
長
さ
せ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

四
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
概
念
に
基
づ

く
ク
ラ
イ
シ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

務危
機
（
ク
ラ
イ
シ
ス
）
に
陥
っ
た
企
業

が
、
そ
こ
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
何
が
必

要
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ク
ラ
イ
シ
ス
か
ら
の
脱
出
を
図
る
に
は
、

危
機
を
正
面
か
ら
認
め
、
こ
れ
に
正
面
か

ら
立
ち
向
か
う
危
機
管
理（
ク
ラ
イ
シ
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
が
不
可
欠
で
あ
る
。

危
機
管
理
で
重
要
な
こ
と
は
、
小
手
先

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な
い
。
企
業
の
社
会

的
責
任
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
、
危
機
に

立
ち
向
か
う
「
原
理
原
則
に
基
づ
い
た
能

動
的
な
危
機
管
理
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
基
本
は
、「
隠
さ
な
い
」「
決
断
す
る
」

「
説
明
す
る
」
の
三
点
で
あ
る
。

□
「
隠
蔽
は
」
最
大
の
企
業
リ
ス
ク

企
業
を
危
機
に
陥
れ
る
最
大
の
フ
ァ
ク

タ
ー
は
「
隠
蔽
」
で
あ
る
。

不
都
合
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
、
誰

し
も
そ
れ
を
隠
し
た
く
な
る
。
こ
れ
は
人

間
の
自
然
な
感
情
で
あ
る
。「
う
ま
く
す

れ
ば
見
つ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
」「
こ

の
程
度
の
こ
と
は
マ
ス
コ
ミ
も
取
り
上
げ

な
い
だ
ろ
う
」「
い
ち
い
ち
問
題
を
つ
つ

い
て
い
た
ら
、
困
る
人
が
た
く
さ
ん
出
て

く
る
」
な
ど
と
考
え
る
の
は
自
然
な
感
情

と
も
い
え
る
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
感
情
に
従
っ
て
事

件
が
起
こ
っ
た
企
業
が
自
発
的
に
公
表
せ

ず
、
数
カ
月
後
に
発
覚
し
た
と
し
よ
う
。

こ
の
事
件
が
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
る
と

き
に
は
、
事
件
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判

報
道
だ
け
で
な
く
、
事
実
を
隠
し
て
い
た

と
い
う
隠
蔽
批
判
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
む
し
ろ
、
隠
蔽
に
主
眼
が
置
か

れ
た
報
道
に
な
る
場
合
も
多
い
。
こ
の
よ

う
に
、
事
件
を
「
隠
す
」
と
い
う
行
為
は
、

事
件
自
体
に
対
す
る
批
判
の
み
な
ら
ず
、

隠
蔽
批
判
報
道
等
を
誘
発
す
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
報
道
は
連
続
し
て
行
わ
れ
、
毎

日
の
よ
う
に
企
業
名
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ

わ
す
。
こ
の
結
果
、
当
該
企
業
は
火
ダ
ル

マ
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

□
「
決
断
す
る
」

危
機
管
理
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
短
時

間
で
集
中
的
な
議
論
を
行
っ
て
可
能
性
の

あ
る
選
択
肢
の
利
害
得
失
を
十
分
に
検
討

し
た
上
で
の
「
迅
速
な
決
断
」
で
あ
る
。

ク
ラ
イ
シ
ス
に
直
面
し
た
企
業
を
取
り

巻
く
状
況
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
企
業

が
行
動
の
一
貫
性
を
保
つ
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
日
頃
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
で
企
業
と
し
て

の
価
値
基
準
、
理
念
を
は
っ
き
り
打
ち
出

し
て
お
く
こ
と
の
効
果
が
表
れ
る
。
企
業

理
念
と
価
値
基
準
が
平
常
時
か
ら
明
示
さ

れ
て
い
れ
ば
、
事
態
が
錯
綜
し
複
雑
化
し

て
も
、
常
に
原
点
に
立
ち
返
り
、
質
の
高

い
決
断
を
下
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
危
機
管
理
は
で
き
な
い
。
危

機
管
理
は
、
日
頃
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

経
営
の
真
価
が
問
わ
れ
、
試
さ
れ
る
場
面

な
の
で
あ
る
。

― ４ ―



第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「�
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
を
つ
く
る
た
め
に
�」

開
催
〜
グ
ー
グ
ル
・
民
部
氏
、デ
ィ
ス
コ
・
渡
邉

氏
が
自
社
の
取
組
み
等
を
発
表

□
「
説
明
す
る
」

企
業
が
事
件
や
事
故
を
起
こ
し
ク
ラ
イ

シ
ス
に
陥
っ
た
場
合
、
企
業
は
誠
意
を
持

っ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が

「
こ
の
度
は
、
世
間
を
お
騒
が
せ
し
て
大

変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
、
ひ
た
す

ら
謝
る
こ
と
が
誠
意
で
あ
る
と
誤
解
し
て

い
る
企
業
が
多
い
。
役
員
は
繰
り
返
し
頭

を
下
げ
、
時
に
は
土
下
座
ま
で
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
い
く
ら
頭
を
下
げ
て
謝
罪
し
て

も
批
判
が
収
ま
ら
ず
、
企
業
は
火
ダ
ル
マ

に
な
っ
て
い
く
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
結

果
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
企
業

が
「
誠
意
」
の
意
味
を
取
り
違
え
て
い
る

か
ら
だ
。

不
祥
事
を
起
こ
し
た
企
業
の
謝
罪
は
も

ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
危
機
的

状
況
に
あ
る
企
業
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と

は
、
何
よ
り
も
「
事
実
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
企
業
が

社
会
的
存
在
で
あ
る
こ
と
の
当
然
の
帰
結

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
企
業
は
、「
い
つ
、
何

が
起
き
た
の
か
」「
被
害
は
広
が
る
も
の

な
の
か
」「
な
ぜ
、
事
件
が
発
生
し
た
の

か
」「
同
種
の
事
件
は
起
き
て
い
な
い
か
」

な
ど
の
事
実
関
係
を
消
費
者
や
株
主
な
ど

の
社
会
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
に
対
し

て
き
ち
ん
と
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

企
業
が
危
機
管
理
の
失
敗
を
避
け
る
に

は
、
自
ら
が
社
会
的
存
在
で
あ
り
、
社
会

に
対
し
て
説
明
責
任
を
負
う
と
い
う
自
覚

が
不
可
欠
だ
。
危
機
管
理
に
成
功
す
る
た

め
に
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
念
頭
に

置
い
て
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
と

い
う
姿
勢
を
貫
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

魔
法
の
杖
や
近
道
は
な
い
の
で
あ
る
。

平
成
二
三
年
度
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
は
、
九
月
十
五
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
一

〇
四
名
の
方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

第
四
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
現
下

の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
企
業
が
成

長
・
発
展
す
る
た
め
に
は
、
従
業
員
の
働

き
が
い
を
高
め
る
こ
と
が
、
社
員
の
英
知

を
集
め
、
競
争
を
勝
ち
抜
く
原
動
力
に
な

る
と
い
う
観
点
か
ら
、「
働
き
が
い
の
あ

る
会
社
を
つ
く
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
た
。

ま
ず
、
世
界
各
国
で
働
き
が
い
の
あ
る

会
社
調
査
を
実
施
し
て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ

（G
reat

place
to
W
orks

Institute

Japan

）
の
和
田
彰
代
表
か
ら
、「
働
き
が

い
の
あ
る
会
社
調
査
」
の
内
容
等
の
説
明

が
あ
っ
た
後
、
同
調
査
上
位
企
業
二
社
の

の
働
き
が
い
を
高
め
る
た
め
の
事
例
発
表

が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
二
〇
一
一
年
の
調
査
第
一
位
の

グ
ー
グ
ル
�
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
同
社

Ｈ
Ｒ
（H
um
an
resources

）
マ
ネ
ジ
ャ

ー
の
民
部
直
章
氏
よ
り
発
表
が
行
わ
れ
た
。

民
部
氏
は
、
ま
ず
「
楽
し
く
な
け
れ
ば

仕
事
で
は
な
い
」「
仕
事
は
楽
し
く
な
け

れ
ば
続
か
な
い
」「
社
員
が
ど
う
す
れ
ば

気
持
ち
よ
く
働
け
る
か
」
等
の
観
点
か
ら
、

グ
ー
グ
ル
が
働
き
が
い
を
高
め
る
た
め
に

実
践
し
て
い
る
以
下
の
九
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
の
説
明
が
あ

っ
た
。

�H
iring&

W
elcom

ing

（
採
用
す
る
＆

歓
迎
す
る
）

�Inspiring

（
触
発
す
る
）

�Speaking

（
語
り
か
け
る
）

�Listening

（
傾
聴
す
る
）

�Thanking

（
感
謝
す
る
）

	D
eveloping

（
育
成
す
る
）


Caring

（
配
慮
す
る
）

�Celebrating

（
祝
う
）

�Sharing

（
分
か
ち
合
う
）

第
二
事
例
は
、
二
〇
一
一
年
調
査
で
第

十
一
位
の
�
デ
ィ
ス
コ
の
働
き
が
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
渡
邉
浩
司
氏
か
ら

同
社
の
働
き
が
い
向
上
運
動
で
あ
る

「D
ISCO

V
A
LU
ES

」
の
取
組
み
に
つ

い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

渡
邉
氏
か
ら
は
、
�
全
社
で
ゴ
ー
ル
の

共
有
、
賞
賛
、
フ
ォ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
サ
イ

ク
ル
を
回
す
、
�
連
帯
感
を
高
め
る
た
め

に
、
組
織
構
成
員
間
の
「
関
係
の
質
」
強

化
に
取
り
組
む
、
�
会
社
と
の
絆
を
深
め

る
た
め
の
様
々
な
冊
子
類
を
発
行
す
る
等

の
取
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
２
０
０
９
年

か
ら
参
加
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
調
査
」
で
は
、
二
〇
〇
九
年

二
五
位
、
二
〇
一
〇
年
八
位
、
二
〇
一
一

年
一
一
位
と
活
動
の
成
果
が
表
れ
は
じ
め

て
お
り
、
特
に
活
動
を
通
じ
て
、「
働
き

が
い
を
高
め
る
」
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

以
下
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
と
の
報
告
が

行
わ
れ
た
。

�
経
営
者
の
確
信

・
権
限
の
あ
る
者
の
確
信
が
影
響
力
の
源

泉
と
な
る

�
数
多
く
の
取
組
み

・
大
量
の
も
の
を
試
し
て
、
う
ま
く
い
っ

た
も
の
を
残
す

・
数
多
く
の
活
動
が
並
行
的
に
な
さ
れ
て

い
る
が
、
消
え
て
し
ま
っ
た
り
浸
透
度

が
低
い
も
の
も
あ
る
。
何
か
一
つ
当
り

が
出
れ
ば
よ
し
と
す
る

・
決
定
打
は
な
く
、
様
々
な
活
動
が
同
じ

方
向
に
積
み
重
な
る
こ
と
が
重
要

グ
ー
グ
ル
の
事
例
を
発
表
す
る

民
部
直
章
氏

デ
ィ
ス
コ
の
事
例
を
発
表
す
る

渡
邉
浩
司
氏

「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
に

つ
い
て
説
明
す
る

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ

和
田
彰
代
表

― ５ ―
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往往
路路
船船
内内
研研
修修
のの
主主
なな
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

今
年
で
三
二
回
目
を
迎
え
た
「
小
笠
原

〜
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
〜
洋
上
研
修
」

は
、
七
月
、
八
月
、
九
月
の
事
前
集
合
研

修
お
よ
び
通
信
教
育
受
講
を
終
え
、
十
月

五
日
〜
十
日
の
六
日
間
で
小
笠
原
洋
上
・

島
内
研
修
を
実
施
し
た
。

今
次
の
研
修
団
は
研
修
生
四
三
名
、
ス

タ
ッ
フ
を
含
め
合
計
五
三
名
で
編
成
さ
れ
、

小
笠
原
往
復
の
船
内
研
修
と
小
笠
原
村
・

父
島
で
の
島
内
研
修
な
ど
の
予
定
さ
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
た
。

小
笠
原
は
今
年
六
月
に
日
本
で
四
番
目

と
な
る
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
今

次
の
研
修
団
は
世
界
自
然
遺
産
登
録
後
に

訪
問
し
た
記
念
す
べ
き
年
次
の
団
と
な
っ

た
。出

航
日
の
十
月
五
日
当
日
は
、
あ
い
に

く
の
小
雨
模
様
と
な
り
、
肌
寒
い
気
温
と

な
っ
た
竹
芝
桟
橋
か
ら
の
出
航
を
前
に
小

笠
原
定
期
船
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」（
六
七

〇
〇
ト
ン
）
を
眼
の
前
に
臨
む
埠
頭
公
園

で
結
団
式
が
行
わ
れ
た
。
根
岸
茂
文
本
会

専
務
理
事
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

今
次
団
長
を
お
願
い
し
た
朝
川
哲
一
講
師

（
組
織
文
化
工
学
研
究
所
代
表
）
の
あ
い

さ
つ
、
さ
ら
に
、
柴
田
隆
至
小
笠
原
海
運

�
常
務
取
締
役
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

頂
戴
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
研
修
の
二
九
次

研
修
生
と
し
て
参
加
し
た
甲
斐
徹
也
ク
リ

ー
ン
シ
ス
テ
ム
�
西
部
支
店
支
店
長
か
ら

派
遣
企
業
見
送
り
の
方
を
代
表
し
て
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
閉
式
、
お
が
さ
わ
ら
丸

は
定
刻
十
時
に
竹
芝
を
出
航
し
た
。

小
笠
原
へ
向
か
う
往
き
の
航
海
で
は
、

発
達
し
た
低
気
圧
か
ら
の
前
線
の
影
響
で

東
京
湾
を
出
た
あ
た
り
で
波
が
高
く
な
り
、

当
日
の
午
後
に
は
波
高
五
〜
六
�
の
大
し

け
と
な
り
、
過
去
十
年
の
洋
上
研
修
で
は

経
験
の
無
い
ほ
ど
の
揺
れ
と
な
っ
た
。
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
の
揺
れ
で
、
研

修
団
の
半
数
以
上
が
船
酔
い
と
な
り
、
初

日
の
洋
上
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
午
後
三
時

の
パ
ー
ト
か
ら
中
止
と
し
、
翌
日
六
日
の

午
前
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
変
更
し
、

往
き
の
研
修
は
ほ
ぼ
予
定
通
り
終
了
し
た
。

海
上
状
態
の
影
響
に
よ
り
、
予
定
時
間

よ
り
は
一
時
間
遅
れ
の
翌
十
月
六
日
の
十

二
時
三
〇
分
、
片
道
二
六
時
間
以
上
の
航

海
を
経
て
、
小
笠
原
・
父
島
に
到
着
し
た
。

現
地
で
は
日
中
は
三
十
℃
近
く
の
最
高
気

温
と
な
り
、
太
陽
が
出
て
い
る
時
間
帯
は
、

南
国
の
陽
射
し
が
燦
々
と
降
り
注
い
で
い

た
。今

次
洋
上
研
修
は
、
往
き
の
海
上
状
態

で
は
波
高
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
父
島
の
島

内
研
修
で
は
時
折
ス
コ
ー
ル
に
見
舞
わ
れ

た
も
の
の
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
実
施
で
き
、
帰
り
の
航
海
で
は
波
に
も

恵
ま
れ
、
洋
上
研
修
も
滞
り
な
く
遂
行
で

き
た
。

こ
の
研
修
は
、
六
〜
七
名
で
チ
ー
ム
編

成
、
船
内
で
六
日
間
寝
食
を
共
に
す
る
。

そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
目
標

設
定
と
達
成
度
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

問
題
解
決
な
ど
を
体
感
す
る
。

小
笠
原
村
父
島
で
の
島
内
研
修
で
は
、

世
界
自
然
遺
産
と
な
っ
た
小
笠
原
諸
島
で

原
始
の
姿
を
残
す
そ
の
特
異
な
自
然
環
境

と
貴
重
な
動
植
物
な
ど
を
目
の
当
た
り
に

す
る
。
島
内
で
行
わ
れ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し

て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
や
役
割
分
担

の
重
要
性
、
主
体
的
で
積
極
的
な
行
動
の

必
要
性
な
ど
を
学
ぶ
。ま
た
、毎
年
温
か
く

歓
迎
し
て
い
た
だ
く
小
笠
原
村
の
村
民
の

方
と
ふ
れ
合
い
、
伝
統
芸
能
の
披
露
や
地

元
の
特
産
品
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
。

な
お
、
十
月
七
日
、
研
修
団
と
現
地
の

方
の
交
歓
会
で
は
、
埼
玉
県
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
コ
バ
ト
ン
」、
小
笠
原
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
メ
グ
ロ
ン
」
も
登
場
し
、
埼
玉
と
小

笠
原
の
ユ
ル
キ
ャ
ラ
が
会
場
を
大
い
に
沸

か
せ
た
。

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
祝
し
、

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

み
上
げ
、
森
下
一
男
小
笠
原
村
村
長
に
コ

バ
ト
ン
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
模
様
は
小
笠
原
村
が
配
信
し
て
い
る

「
小
笠
原
ブ
ロ
グ
」
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

（
別
掲
）

こ
れ
ら
、
洋
上
で
の
船
内
研
修
や
小
笠

原
の
大
自
然
と
い
う
非
日
常
空
間
で
自
ら

の
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
を
行
い
、
自
己

革
新
を
始
動
す
る
き
っ
か
け
を
つ
か
む
。

ま
た
、
十
一
月
ま
で
実
施
さ
れ
る
五
か
月

間
に
お
よ
ぶ
研
修
を
通
し
て
、
次
代
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
を
学
び
、

自
社
で
の
実
践
に
活
か
し
さ
ら
に
異
業
種

の
メ
ン
バ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
。

十
月
五
日
�
〜
六
日
�

�
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

�
チ
ー
ム
活
動
の
目
標
設
定

ａ
�
チ
ー
ム
運
営
目
標
と
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
（
約
束
宣
言
）

ｂ
�
チ
ー
ム
目
標
、個
人
目
標
の
発
表
・

ふ
り
か
え
り

�
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換
―

一
（
自
己
理
解
、
他
者
理
解
、
相
互
理

解
）

�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習

ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
絵
に
よ
る
伝
達
」

�
役
割
担
当
者
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

※
海
上
状
態
悪
化
の
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
時
間
割
、
順
番
な
ど
を
一
部
変
更

小
笠
原
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
洋
上
研
修

世
界
自
然
遺
産
登
録
地
・
小
笠
原
で

三
二
回
目
の
洋
上
・
島
内
研
修

第３２次小笠原洋上研修団・父島出航前

― ６ ―
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小小
笠笠
原原
・・
父父
島島
島島
内内
でで
のの
主主
なな
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
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復復
路路
船船
内内
研研
修修
のの
主主
なな
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

十
月
六
日
�
〜
九
日
�

�
島
内
見
学

�
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ヒ
ー
リ
ン
グ
（
星
空
見

学
会
）

�
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
チ
ー
ム
対
抗
野
外

体
験
学
習
）

�
現
地
交
歓
会
・
ラ
リ
ー
表
彰
式

�
課
外
活
動

�
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト

�
研
修
団
記
念
撮
影

な
ど

十
月
九
日
�
〜
十
日
�

�
お
が
さ
わ
ら
丸

船
内
見
学

�
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ふ
り
か
え
り

�
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

評
価

�
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト
ふ
り
か
え

り
�
研
修
で
の
成
果
と
反
省

ａ
�
チ
ー
ム
目
標
の
ふ
り
か
え
り

ｂ
�
成
果
の
発
表
（
達
成
度
と
課
題
）

�
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換
―

二（
自
己
理
解
、他
者
理
解
、相
互
理
解
）

�
個
人
別
能
力
要
件
の
ふ
り
か
え
り

	
「
行
動
開
発
計
画
表
」
の
解
説



研
修
の
総
括
・
ま
と
め

な
ど

帰
り
の
船
は
定
刻
の
十
五
時
三
〇
前
に

竹
芝
桟
橋
に
到
着
し
、
下
船
時
に
は
研
修

生
と
ス
タ
ッ
フ
が
固
い
握
手
を
か
わ
し
、

今
次
研
修
団
は
解
散
し
た
。

往
路
で
の
船
揺
れ
と
酔
い
に
な
や
ま
さ

れ
た
研
修
生
も
、
小
笠
原
で
の
島
内
研
修

を
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
復
路
で
は
チ
ー

ム
の
成
熟
度
が
増
し
、
そ
れ
ま
で
遠
慮
が

ち
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
積
極
性
お
よ
び
主

体
性
を
発
揮
す
る
場
面
も
多
く
見
ら
れ
た
。

特
に
復
路
の
「
チ
ー
ム
活
動
の
成
果
と
反

省
」
の
発
表
で
は
、
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー

が
個
人
目
標
や
成
果
・
反
省
点
な
ど
を

堂
々
と
発
表
し
、
事
前
研
修
や
往
き
の
船

で
の
態
度
・
姿
勢
が
あ
き
ら
か
に
変
わ
っ

た
よ
う
に
見
え
た
。

な
お
、
十
一
月
十
八
日
に
は
、
こ
の
研

修
の
最
後
と
な
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

（
第
四
回
集
合
研
修
）
が
行
わ
れ
、
こ
こ

に
は
、
派
遣
企
業
の
総
務
人
事
担
当
者
の

方
や
、
メ
ン
バ
ー
の
直
属
上
司
の
方
に
も

聴
講
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
の
強
み
、
弱

み
、
職
場
で
実
践
す
べ
き
こ
れ
か
ら
の
行

動
目
標
な
ど
を
ま
と
め
た
「
行
動
開
発
計

画
表
」
の
個
人
発
表
を
行
な
わ
れ
、
ま
た
、

ふ
り
か
え
り
研
修
、
研
修
全
体
の
総
括
、

修
了
式
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

と
と
も
に
、
異
業
種
交
流
と
い
う
意
味
合

い
も
も
つ
こ
の
小
笠
原
洋
上
研
修
を
他
企

業
と
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

人
脈
の
構
築
に
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

小
笠
原
洋
上
研
修
概
要

こ
の
研
修
は
、
本
会
が
「
次
代
を
担
う

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
職
場
リ

ー
ダ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
対
象
に
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中

心
の
体
験
・
自
己
参
画
型
研
修
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

基
本
を
事
前
研
修
で
学
び
、
さ
ら
に
真
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
な
ど
を
世
界
遺
産
登
と
な
っ
た

「
小
笠
原
」
と
い
う
非
日
常
空
間
で
体
験

的
に
学
習
す
る
。
参
加
者
は
今
次
も
含
め

て
過
去
二
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る
実
績
が

あ
る
。

■
実
施
期
間
�
平
成
二
十
三
年
七
月
〜
十

一
月

■
研
修
団
派
遣
地
�
東
京
都
小
笠
原
村
・

父
島

■
研
修
使
用
船
�
小
笠
原
海
運
�
お
が
さ

わ
ら
丸

六
、
七
〇
〇
ト
ン

■
参
加
者
�
二
六
社
・
四
三
名

■
第
三
十
二
次
洋
上
研
修
団
�
五
三
名

■
協
賛
�
小
笠
原
村
、
小
笠
原
村
商
工
会
、

小
笠
原
村
観
光
協
会
、
小
笠
原
村
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
、
産
業
能
率
大
学
、

日
本
通
運
東
京
旅
行
支
店
、
小
笠
原
海
運

（
順
不
同
）

第
三
十
二
次
研
修
日
程
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

六
月
〜

通
信
教
育
受
講
・
提
出

テ
キ
ス
ト
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎

知
識

・
�
」

◇
第
一
回
集
合
研
修
・
七
月
二
九
日

＊
開
講
式

＊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
の
ね
ら
い
と
目
標

研
修
概
要
の
説
明

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
確
認

＊
個
人
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
発
表

＊
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
義

�
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」

演
習
と
ま
と
め

�
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
」

目
標
設
定
、
演
習
と
ま
と
め

＊
通
信
教
育

学
習
の
す
す
め
方

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

◇
第
二
回
集
合
研
修
・
八
月
二
九
日

＊
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
と
演
習

「
管
理
監
督
行
動
の
基
本
的
役
割
」

「
職
場
活
性
度
診
断
」（
演
習
）

「
管
理
監
督
行
動
の
再
確
認
�
」

「
管
理
監
督
行
動
の
再
確
認
�
」

「
組
織
の
管
理
に
関
す
る
考
え
方
の
変

遷
」

「
管
理
プ
ロ
セ
ス
の
実
践
」

「
部
下
指
導
」

「
問
題
解
決
」

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

�
」
〜
身
体
か
ら
、
こ
こ
ろ
を
変
え

る
〜

＊
通
信
教
育
の
提
出
状
況

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

◇
第
三
回
集
合
研
修
・
九
月
一
六
日

＊
チ
ー
ム
づ
く
り

＊
講
義

「
個
人
目
標
・
チ
ー
ム
目
標
の
考
え
方
」

＊
講
義
と
演
習

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

�
」
〜
思
考
か
ら
、
こ
こ
ろ
を
変
え

る
〜

＊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説
�

基
本
ル
ー
ル
と
注
意
事
項
な
ど

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

◇
小
笠
原
洋
上
・
島
内
研
修

十
月
五
日
〜
十
日
（
六
日
間
）

〔
概
要
は
前
述
〕

◇
第
四
回
集
合
研
修
・
十
一
月
十
八
日

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
〜
職
場
実
践
へ

の
キ
ッ
ク
オ
フ
〜

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ふ
り
か
え
り
研
修
」

＊
講
義

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

�
」
〜
言
動
か
ら
、
こ
こ
ろ
を
変
え

る
〜

＊
講
義
・
発
表

「
行
動
開
発
計
画
表
の
発
表
」
と
ま
と

め
「
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
像
」

＊
「
ま
と
め
・
総
活
」

＊
通
信
教
育
修
了
式

＊
洋
上
研
修
修
了
式

＊
第
三
二
次
修
了
パ
ー
テ
ィ

１０
／
９
�

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト

第
３２
次
の
ス
タ
ッ
フ

１０
／
６
�

チ
ー
ム
活
動
の
目
標
設
定
の
発
表

― ７ ―



〔
小
笠
原
ブ
ロ
グ
〕（
小
笠
原
村
が
配
信
）

２
０
１
１
年
１０
月
１２
日

コ
バ
ト
ン
と
村
長

小
笠
原
に
は
毎
年
１０
月
に
な
る
と
埼
玉

県
経
営
者
協
会
に
よ
る
洋
上
研
修
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
内
企
業
の
従
業
員
の
皆
さ
ん
が
、

５
泊
６
日
一
緒
に
様
々
な
研
修
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
で
何
と
３２
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
も
１０
月
６
日
か
ら
５５

名
が
来
島
し
ま
し
た
。

小
笠
原
に
着
い
た
翌
日
の

交
歓
会
の
席
上
、
埼
玉
県
の

マ
ス
コ
ッ
ト
「
コ
バ
ト
ン
」

か
ら
村
長
に
、
埼
玉
県
知
事

か
ら
の
世
界
遺
産
登
録
を
祝

し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

下
記
の
写
真
は
そ
の
時
の

コ
バ
ト
ン
と
村
長
の
ツ
ー
シ

ョ
ッ
ト
で
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
に
埼
玉
出
身
の
偉
人
、

塙
保
己
一
と
小
笠
原
の
関
係
が
触
れ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
調
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ヒ
ン
ト
は
埼
玉
県
Ｈ
Ｐ
の
障
害
者

福
祉
推
進
課
に
あ
り
ま
す
。

出
港
日
の
９
日
に
は
お
が
さ
わ
ら
丸
の

デ
ッ
キ
で
コ
バ
ト
ン
が
ず
っ
と
別
れ
を
惜

し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
見
送
り
に
出
た
方

は
、「
ど
こ
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
？
」
と
思
わ

れ
た
方
も
多
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

〔参加者〕企業名５０音順

参加者

後藤 茂

吉田 忠将

新井 利昭

小島 陽介

西村 賢太

松島 快之

岩本 貴邦

吉田 直人

新井 弘志

森山 真司

内野 義也

中澤 武史

田中 康夫

青木 則安

矢嶋 智和

島� 泰浩

高山 裕司

飯野 高郎

斉藤 遊

朝香 和人

奥田 茂

田村 一博

伊藤 邦彦

倉本 章弘

久保田雄茂

佐々木光彦

中村 隆夫

笠原謙太郎

木村 光彦

田中 正明

小峰 陽一

高尾 享二

横尾 信二

原 邦博

杉山 英司

町田 麻美

鯨井 淳太

湯沢みゆき

小林 祐貴

市川 光司

高橋 勝彦

三友 哲哉

菅 琢嗣

企 業 名

アイル・コーポレーション�
牛山電工�
AGS�
NTT スポーツコミュニティ�（大宮アルディージャ）

�NTT ファシリティーズ中央 埼玉支店

クリーンシステム�
〃

�コーセー 狭山事業所

〃

〃

〃

サイデン化学�

〃

〃

坂戸ガス�
〃

�トッパンエレクトロニクスプロダクツ
〃

�トッパンコミュニケーションプロダクツ

�トッパン・テクニカル・デザインセンター
中原建設�
�日本キャンパック

〃

〃

〃

〃

日本畜産興業�

日本通運�埼玉支店
初雁興業�
�ビージーエンジニアリング
�ビージーサービス
武州ガス�

〃

〃

武州産業�

社会福祉法人隼人会 まきば園

〃

〃
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／
１０
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チ
ー
ム
成
果
の
発
表
シ
ー
ン
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７
／
２９
�

第
１
回
集
合
研
修
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
（
演
習
）

８
／
２９
�

第
２
回
集
合
研
修
・

職
場
活
性
度
診
断
（
演
習
）

９
／
１６
�

第
３
回
集
合
研
修
・

チ
ー
ム
づ
く
り
〜
メ
ン
バ
ー
発
表

１０
／
５
�

竹
芝
桟
橋
出
航
直
前
の
お
が
さ
わ
ら
丸

１０
／
５
�

結
団
式
・
竹
芝
桟
橋
に
て

１０
／
７
�

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

ス
タ
ー
ト
前
の
集
合
写
真

１０
／
７
�

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

ゴ
ー
ル
シ
ー
ン

１０
／
７
�

森
下
一
男
小
笠
原
村
村
長

か
ら
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
優
勝
チ
ー
ム
に

商
品
贈
呈

１０
／
７
�

現
地
交
歓
会
に
て

コ
バ
ト
ン
か
ら
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
村
長
に
手
渡
し

１０
／
７
�

現
地
交
歓
会
に
て

「
コ
バ
ト
ン
」
と
「
メ
グ
ロ
ン
」

― ９ ―



「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

「
外
国
人
留
学
生
の
活
用
等
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
」
平
成
二
三
年
度
第
二
講

が
、
九
月
五
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四

階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
本
会
会

員
な
ど
六
〇
名
が
参
加
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
の
海
外
戦
略

支
援
並
び
に
外
国
人
留
学
生
の
雇
用
推

進
を
目
的
に
、
本
会
、
�
埼
玉
県
国
際

交
流
協
会
、
埼
玉
大
学
、
埼
玉
県
留
学

生
交
流
推
進
協
議
会
、
埼
玉
労
働
局
の

五
者
の
共
催
で
、
本
年
七
月
に
続
く
２

回
目
の
開
催
と
な
っ
た
も
の
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま
ず
�
富
士
通
総
研

第
二
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
本
部
環
境
事

業
部
マ
ネ
ジ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

狩
野
史
子
氏
よ
り
、
本
年
二
月
、
厚
生

労
働
省
よ
り
発
行
さ
れ
た
「
高
度
外
国

人
材
活
用
の
た
め
の
実
践
マ
ニ
ュ
ア

ル
」（
送
付
済
）
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。

狩
野
氏
か
ら
は
、「
日
本
企
業
に
お

け
る
高
度
外
国
人
材
の
雇
用
状
況
」「
高

度
外
国
人
材
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
・

高
度
外
国
人
材
が
日
本
企
業
で
果
た
す

役
割
」「
高
度
外
国
人
材
が
重
視
す
る

も
の
、
価
値
観
」「
職
場
運
営
に
関
す

る
高
度
外
国
人
材
の
ニ
ー
ズ
と
企
業
側

の
対
応
状
況
」
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説

明
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、「
東
京
外
国
人
雇
用
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
概
要
」
に
つ
い

て
、
同
セ
ン
タ
ー
室
長
の
竹
山
正
氏
よ

り
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
に
加
え
、

「
留
学
生
を
取
り
巻
く
状
況
」「
外
国

人
留
学
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職
状

況
」「
在
留
資
格
の
変
更
と
職
業
選
択

の
あ
り
方
」「
外
国
人
留
学
生
の
求
人
・

募
集
方
法
」「
求
人
・
募
集
の
留
意
点
」

等
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
「
埼
玉
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援
内

容
」
に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
チ
ー

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
宮
川
邦
夫
氏
よ
り
説

明
が
行
わ
れ
た
。

事
業
継
続
力
を
高
め
る
た
め
の
「
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
が
本
会
と
�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
共
催
に

よ
り
、
一
〇
月
一
二
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
本

会
会
員
な
ど
六
一
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま
ず
日
本
を
代
表

す
る
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

で
あ
る
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
山
口
修
氏
の
説
明
・
指
導

の
下
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
た
。

山
口
氏
は
、
ま
ず
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は

何
か
」「
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
策
定
」「
財

務
耐
性
度
合
の
把
握
」
の
説
明
を
行
っ

た
後
に
、『
解
説
資
料
地
震
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
並
び
に
『
地
震

対
応
Ｂ
Ｃ
Ｐ
雛
形
』（
解
説
資
料
並
び

に
雛
形
は
送
付
済
）
を
使
用
し
な
が
ら

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
基
本
方
針
の
設
定
」「
組

織
及
び
体
制
」「
自
衛
消
防
活
動
」「
本

社
に
お
け
る
危
機
対
応
」「
業
務
継
続

対
応
」
等
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
行

っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
演
習
を
交
え

な
が
ら
進
み
、
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研

並
び
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の

ス
タ
ッ
プ
５
名
が
、
参
加
者
の
疑
問
・

質
問
に
答
え
る
な
ど
、
参
加
者
の
演
習

を
個
別
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
対
策
の

効
果
的
な
実
施
方
法
」
に
つ
い
て
、
�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ビ

ジ
ネ
ス
本
部
の
中
尾
亮
氏
よ
り
説
明
が

行
わ
れ
、
最
後
に
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総

研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
山
口
修
氏
よ
り

「
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
る
手
当

て
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、『
地
震
対
応

Ｂ
Ｃ
Ｐ
雛
形
』
を
ベ
ー
ス
に
、
自
社
の

状
況
を
踏
ま
え
、
雛
形
に
必
要
事
項
を

記
入
、
あ
る
い
は
雛
形
修
正
等
を
行
う

と
い
う
演
習
形
式
で
実
施
さ
れ
、
参
加

者
は
今
後
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
に
大
い
に
参

考
と
な
っ
た
。

「
企
業
の
海
外
戦
略
支
援
並
び
に

外
国
人
留
学
生
雇
用
促
進
に
向

け
て
」、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

講
演
す
る
狩
野
史
子
氏

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
者
の
疑

問
・
質
問
に
答
え
る
形
で
演
習
が
進
ん

だ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
に
向
け
説
明
す
る

山
口
修
氏

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
説
明
す

る
中
尾
亮
氏

講
演
す
る
竹
山
正
氏

説
明
す
る
宮
川
邦
夫
氏
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n＝１２６

n＝１２６

� 調査の実施概要
１ 調査の目的

県内NPOの活動状況や抱えている課題を把握し、今後のNPO施策を推進するための基礎資料とするため、

県内企業を対象にアンケート調査を実施するもの。

２ 対象企業

埼玉県経営者協会の会員を対象とした。

３ 調査時期

平成２３年７月２０日～平成２３年８月２５日

４ 調査方法

FAXによるアンケート調査

５ 調査結果の概要

アンケート調査の回収結果は次のとおりである。

・配布数：７１５

・回答数：１２６件

・回収率：１７．６％

６ 集計にあたって

� n（number of cases の略）はその設問に対する有効回答数であり、回答の比率（％）は「n」を基
数として算出した。

�回答の比率（％）は、原則として小数第２位を四捨五入しており、数値の合計が１００％にならない場合が
ある。また、複数回答の設問では１００％を超える場合がある。

� 調査結果の詳細
１ 回答企業プロフィール

�業種
業種は「製造業」が４８社（３８．１％）で最も高く、次いで「卸売・小売業、飲食業」が２２社（１７．５％）となっ

ている。

２ 社会貢献活動について

�社会貢献活動への取組
社会貢献活動の取組は、「取り組んでいる」、「今後取り組む予定がある」を合わせると７４．６％となっている。

県内企業の社会貢献活動及び協働調査報告書

―１１―



n＝９４

n＝９４

n＝３２

n＝１２６

�（�で「現在取り組んでいる」「現在取り組んでいないが、今後取り組む予定がある」と回答した方）
社会貢献活動に取り組んだ分野（複数回答）

「環境保全」が５２．１％と最も多く、次いで「こども」「文化、学術、スポーツ」３５．１％となっている。

�（�で「現在取り組んでいる」「現在取り組んでいないが、今後取り組む予定がある」と回答した方）
社会貢献活動を取り組むにあたり連携した団体（複数回答）

連携した団体で「県」が３４．０％と最も多く、次いで「市町村」３１．９％、「他団体と協力していない」２２．３％、

「NPO法人」が２０．２％となっている。

�（�で「以前は取り組んでいたが、現在は取り組んでいない」「取り組む予定はない」と回答した方）
社会貢献活動に取り組む予定がない理由（３つ以内）

「人的余裕がない」が８７．５％で最も多く、次いで「時間の余裕がない」で６２．５％、「資金的余裕がない」５０．０

％、「取り組む上でのノウハウがない」が３１．３％となっている。

３ NPO法人について

�NPO法人のイメージについて
「奉仕の精神を持った団体である」が２７．０％と最も高く、次いで「地域コミュニティの活性化に貢献してい

る」が２２．２％、「NPO法人の活動内容がよくわからない」が２０．６％となっている。

―１２―



n＝１２６

n＝６２

n＝６２

�NPO法人との連携について
「行ってみたい」「事業によっては行なってもよい」が合わせて４９．２％となっている。

�（�で「行ってみたい」「事業によっては行なってもよい」と答えた方）
NPO法人と連携して事業を行う場合に重視すること（３つ以内）

「活動実績があること」が７４．２％と最も多く、次いで「情報公開がされていること」が６６．１％、「専門知識・

技術を有していること」が４０．３％となっている。

�（�で「行ってみたい」「事業によっては行なってもよい」と答えた方）
NPO法人との連携

「イベントなどの活動を一緒に実施」が２９．０％と最も多く、次いで「資金、物品の提供」が１７．７％、「NPO

法人の持つ技術や知識の会得」が１６．１％となっている。

―１３―



n＝１２６

�（�で「行いたくない」と答えた方）
NPO法人と連携しない理由

「NPO法人とうまく連携ができるかわからない」が３０．６％と最も多く、次いで「費用負担がかかるイメー

ジがある」、「その他」が１６．１％となっている。

４ 寄附について

�過去３年間にNPO法人への寄附の有無
「寄付をしたことがある」が２３．０％となっている。

�NPO法人への寄附について重視する点について
「活動の内容や目的に賛同できること」が５４．０％と最も多く、次いで「寄附金の使い道が明らかであること」

が２５．４％、「寄付先団体とかかわりがあること」が８．７％となっている。

n＝６２

n＝１２６

―１４―



� 調査の概要

１ アンケート調査の目的

少子高齢化の進展により生産年齢人口が減少する中で、経済の活力を維持するためには女性の力を最大限に発

揮するとともに、企業においても女性の積極的な活用が求められている。埼玉県では、新たな男女共同参画基本

計画を策定するにあたって、県内企業の女性管理職の登用状況について把握することを目的として、�埼玉県経
営者協会の協力によりアンケート調査を実施した。

２ アンケート調査の概要

�調査対象及び調査数：�埼玉県経営者協会 会員企業７１５社

�調査方法：郵送配布ー郵送又は FAXによる回収
�調査期間：平成２３年７月１５日～８月２０日
�有効回収数及び回収率：１４２社（１９．９％）
�調査機関：�埼玉県経営者協会、埼玉県

� 調査結果の概要

１ 回答企業の状況

�業種別の状況
製造業が、４５．１％と半数近くを占め、次いでサービス業が１４．８％、卸売・小売業が１２．０％、電気・ガス・水

道等が７．７％、運輸業が４．９％、不動産業が４．９％、建設業が４．２％、その他が６．３％となっている。

�企業規模別の状況
企業の規模別では、従業員が１００人未満が５２．１％と半数を超え、次いで１００人以上３００人未満が２３．９％、１０００

人以上が９．２％、５００人以上１０００人未満が７．７％、３００人以上５００人未満が７．０％となっている。

２ 女性管理職の状況

�女性管理職の比率（現状）

女性管理職の割合を全体的にみると係長相当職が１１．６％、課長相当職が７．２％、部長相当職が２．４％となって

いる。

女性管理職の登用に関するアンケート調査結果報告書

県職員

２２．６％

５．８％

３．６％

女性の比率

１１．６％

７．２％

２．４％

うち女性の数

５０３人

３７９人

３６人

人数

４，３４２人

５，２６５人

１，５２５人

管理職等の種類

係長相当職

課長相当職

部長相当職
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0 20 40 60 80 100 120 140

無回答

１０．６

８．５

９．２

減少

２．８

１．４

０．７

やや減少

２．８

０

０

不変

５０．７

７１．１

８１．０

やや増加

１２．７

１４．１

４．２

増加

２０．４

４．９

４．９

管理職等の種類

係長相当職

課長相当職

部長相当職

（単位：％）

（単位：％）

無回答

７．０

４．９

４．２

減少

１．４

０．７

０．７

やや減少

０．７

１．４

０

不変

３６．６

５４．２

７３．９

やや増加

３９．４

３０．３

１６．２

増加

１４．８

８．５

４．９

管理職等の種類

係長相当職

課長相当職

部長相当職

また、女性の管理職がいない企業をみると、係長相当職で６９社、４８．６％、課長相当職で９０社、６３．４％、部長

相当職では１１８社、８３．１％となっている。

�女性管理職の比率（５年前との比較）

係長相当職を５年前と比較すると、「増加」が２０．４％、「やや増加」が１２．７％となっており、あわせて３３．１％

の企業が増加傾向にあった。一方、「変わらない」が５０．７％で半数強をしめており、「やや減少」及び「減少」

が２．８％となっており、あわせて５．６％が減少傾向にあった。

課長相当職を５年前と比較すると、「増加」が４．９％、「やや増加」が１４．１％となっており、あわせて１９．０％

の企業が増加傾向にあった。一方、「変わらない」が７１．１％で、「減少」が１．４％となっている。

部長相当職を５年前と比較すると、「増加」が４．９％、「やや増加」が４．２％となっており、増加傾向にある企

業は９．２％のみであった。一方、「変わらない」が８１．０％、「減少」が０．７％となっている。

�女性管理職の比率（５年後の想定）

５年後の想定として係長相当職では「増加」が１４．８％、「やや増加」が３９．４％となっており、あわせて半数

以上の５４．２％の企業が増加すると考えている。一方、「変わらない」が３６．６％となっており、「やや減少」が０．

７％、「減少」が１．４％となっている。

課長相当職では、「増加」が８．５％、「やや増加」が３０．３％となっており、あわせて３８．７％の企業が増加傾向
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にあった。一方、「変わらない」が５４．２％で、「やや減少」が１．４％、「減少」が０．７％となっている。

部長相当職では、「増加」が４．９％、「やや増加」が１６．２％となっており、増加傾向にある企業は２１．１％であ

った。一方、「変わらない」が７３．９％であり、「減少」が０．７％となっている。

２ 女性管理職の増加に向けての取組み

�女性管理職比率を上げるための数値目標
係長相当職から部長相当職までのいずれかにおいて、具体的な

数値目標を定めている企業は７社で５％のみである。設定してい

ない企業は１３５社で９５％となっている。

具体的な数値目標は、係長相当職で４社が１０％以下、１社が３０

％、１社が６０％となっている。

課長相当職では、４社が１０％以下、１社が２０％、１社が５０％と

なっている。

部長相当職では、２社が１０％以下、２社が２０％、１社が具体的

な人数を定めている。

�女性管理職を増加させる具体的な取組
女性管理職を増加させる具体的な取組を行っている企業は、１７

社で１２％のみである。特に行っていない企業は、１２５社で８８％と

なっている。

具体的な取組としては、「管理職としての資格取得支援」、「女

性総合職への登用制度」、「社内研修の実施」、「管理職への公募制

度の導入」、「ロールモデルからのメンター活動」などを実施して

いる。

３ 女性社員の活用及び登用

�女性社員の活用及び登用についての考え
「重視する」とした企業が２４．６％、「やや重視する」とした企

業が３０．３％となっており、両者を合わせると５４．９％の企業が女性

の活用や登用について重視するとしている。

また、「現状維持」とした企業が、３６．６％となっており、「あま

り重視しない」が５．６％、「重視しない」が２．８％となっている。
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�業種別、企業規模別の状況
業種別に女性社員の活用及び登用状況をみてみると、製造業において「重視する」及び「やや重視する」が

５９．４％と最も高くなっている。

また、従業員の規模でみた場合には、１０００人以上の大企業が「重視する」とした回答が３８．５％で最も多くな

っている。

「やや重視する」と「重視する」を加えた回答では、３００人以上１０００人未満の企業が８０．９％と最も多くなっ

ている。
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�重視する理由
女性社員の活用及び登用について「重視する」及び「やや重視する」とした企業にその理由を聞いたところ、

「女性にその能力を十分に発揮してもらう必要があるから」と回答した企業が５０社でもっとも多くなっている。

次に、「男女に能力差は認められないから」（４５社）、「女性社員のモチベーションを上げることが不可欠だから」

（３０社）の順となっている。

４ 役員の状況

�女性役員の有無
女性役員が「いる」と回答した企業の割合は３２％であり、「い

ない」と回答した企業の割合は６８％である。

女性役員がいると回答した企業のうち、７１．１％が１人である。

また、２人いると回答した企業は２２．２％であり、３人いると回答

した企業は６．７％である。

また、全企業の役員のうち女性の比率は、１６．７％となっている。

�女性役員の経歴
女性役員の経歴については、「創業者・大株主」と回答した企

業が２９社（６４．４％）、「社員からの登用」と回答した企業が７社（１

５．６％）、「外部からの登用」と回答した企業が３社（６．７％）、「社

外役員」と回答した企業が４社（８．９％）、「その他」として「創

業者婦人」などと回答した企業が５社（１１．１％）となっている。
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流れや変形の解析による
医療機器、診断技術、手
術手法の開発

学歴・略歴
中村 匡徳
（なかむら まさのり）
１９９７年 早稲田大学理工
学部卒、１９９９年 New
South Wales 大学大
学院修了、２００３年 北
海道大学大学院工学研
究科修了 博士（工学）、
同年 日本学術振興会
特別研究員（SPD）、
２００６年 大阪大学基礎
工学部助手、２００７年
大阪大学MEI センタ
ー特任准教授、２０１１年
より埼玉大学工学部機
械工学科准教授

私はこれまでに生体力学という
学問を中心に研究を進めてきまし

た。生体力学とは、力学の原理を使用して、生体
の仕組みを解明しようとする学問です。中でも私
は主に計算を使った研究を行ってきました。
最初に取り組んだ仕事は、心臓の機能診断に関
するものです。最終的な診断は、医師によってな
されますが、診断の前にどのような計測を行った
らよいか、あるいは、使用する計測方法が正しい
ものであるのかという判断は、医師の経験や直感
に依存しているのが現状です。私は、心臓内の血
液流れを調べ、心臓の拡張に伴って成長する渦の
特徴を捉えれば、心臓の拡張機能がわかるという
ことを明らかにしました。
血液の流れというのは面白く、動脈硬化症や動
脈瘤といった血管病の発祥や進行に関与していま
す。血管病がどのような流れによって生じるのか
を明らかにすることで、将来的には、血管病進行
予測シミュレータを作りたいと思っています。近
年、脳ドックの重要性が盛んに叫ばれていますが、
これは、現在の脳血管の状態しかわかりません。
シミュレータができれば、１０年後、２０年後の脳血
管の状態が予測が可能となり、治療だけでなく、

予防にも有効です。
血液の半分は赤血球です。通常は問題ありませ
んが、人工臓器などを使う際には、赤血球が壊れ
る溶血という現象が起こります。現在、私は、流
れ中の個々の赤血球変形挙動を考慮した溶血シミ
ュレータの構築に取り組んでいます。実現に向け
ては課題が山積しておりますが、完成すれば、医
療機器開発にかかるコストや時間を少なくし、よ
り安全な医療を提供できるようになると信じてい
ます。
このように私は計算生体力学を介して医療や医
療機器開発に貢献する仕事をしてきました。世界
に比べ、日本の医療機器開発は後塵を拝していま
す。生体にはわからないことも多く、逆に言えば
市場としては未開拓
な部分もあります。
紙面の都合上、血液
に関する研究しか書
けませんでしたが、
他にもいろいろやっ
ておりますので、ご
興味のある方は是非
ご連絡ください。

１．産業施設内構造物の
耐震性評価
２．スポーツ工学におけ
る動的挙動の解明

学歴・略歴
鞆田 顕章
（ともだ あきのり）
２００５年３月 埼玉大学工
学部機械工学科卒業

２００７年３月 埼玉大学大
学院理工学研究科博士
前期課程修了

２００７年４月―２００８年３月
東京電力�柏崎刈羽原
子力発電所

２０１０年３月 埼玉大学大
学院理工学研究科博士
後期課程修了 博士
（工学）

２０１０年４月 埼玉大学大
学院理工学研究科 助
教

私が所属する機械力学研究室で
は、産業施設内構造物の耐震設計、

楽器の音響特性、スポーツ工学における動的挙動
の解明に関する研究を遂行しています。本稿では、
摩擦支持構造物を有する産業施設内構造物の簡易
耐震設計法について紹介します。
３月１１日１４時４６分に発生した東北地方太平洋沖
地震は、化学プラントや原子力発電施設等の産業
施設内構造物に甚大な被害をもたらしました。こ
のような大規模地震は日本各地で頻繁に発生して
おり、産業施設内構造物において設備の損傷によ
る危険物流出や火災等の二次災害を防止するため、
一般家屋とは異なる耐震設計基準が定められてい
ます。また、最近では、産業施設内構造物の耐震
設計において、積層ゴム、転がり支承、摩擦支承
を用いた免震構造が注目されています。特に、転
がり支承、摩擦支承は、系の長周期化による非共
振効果に加え、非線形特性によるエネルギ散逸効
果を有することから、構造物への地震荷重の低減
が期待できます。しかし、これらの免震構造にお
いては、摩擦特性が構造物の地震応答に影響を及

ぼすため、摩擦力の調整は非常に重要となります。
摩擦力の調整には、系の非線形性を考慮した地震
応答解析を行う必要があり、多大な時間を要しま
す。
現行の耐震設計指針では、耐震設計用応答スペ
クトルが用意されており、線形系として扱える構
造物においては地震応答解析を行わずに系の地震
応答を推定できます。本研究では、摩擦のような
非線形性を有する構造物においても地震応答を簡
易に推定できるようにするため、「耐震設計用摩擦
系応答スペクトル」を提案しました。本スペクト
ルにより、摩擦支承型免震構造を導入した産業施
設の耐震設計を簡便に行うことが可能となります。
現在は、１自由度摩擦系の振動モデルと加振台
を用いて地震波
入力による振動
試験を実施し、
提案したスペク
トルが実機に適
用できるか検証
を行っています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

計算生体力学による新しい医療技術の開発
埼玉大学大学院工学研究科 中 村 匡 徳 准教授

摩擦支持構造物を有する産業施設の簡易耐震設計法
埼玉大学大学院理工学研究科 鞆 田 顕 章 助教

溶血シミュレータのイメージ図：
人工心臓内での赤血球変形を計算
により可視化
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本年（２０１１年）は６月２４日に熊谷で３９．８℃を記録したことに
加え、２０００年にわずか１日であった東京地方の猛暑日（最高気
温３５℃以上）が８月３０日現在で２４日にのぼります。また、６月
の平均気温は東日本で平年比＋３．８℃でした。まさに猛暑時代
に突入した現代では、エアコンはもはや生命維持装置であると
言えます。しかし、３月の震災により原子力発電所のダウン・
閉鎖が計画されている今日、いよいよ電力に頼らない猛暑の対
策が急務となっています。
ところで、我々が生活する一般的な建物では、太陽のふく射
熱によって暖められた屋根や外壁から建物内側に熱が伝わり、
室内温度が上昇しています。夏期には炎天下の外壁温度はかな
り高温になるため、エアコンを使用しなければ室内温度はほと
んどの場合で外気温度より高くなっています。皮肉なことに、
建物の断熱性能を高めるほど建物の熱容量は一般に増加し、日
中取得した熱量は夜間にまで温存されてしまいます。その結果、
深夜においても上述の現象は持続し、場合によっては熱中症を

引き起こすことさえあるのです。
さて、木陰や高速道路下の日陰などで感じる涼感は、照り返
しや高温になった建築物のふく射熱のない外気そのものの感触
と言えます。この“外気そのもの”は猛暑日の日中など特別な
場合を除けば、ご承知の通り案外過ごしやすい空間であること
が多いのです。しかしながら我々は上に記したように、暑いさ
なかに保温箱の中に入って生活しているようなものなので“外
気そのもの”の涼感を享受できてはいません。一般家庭のエア
コンは室内の空気を冷やしていると言うより、高温になった建
物を冷やしていると言った方が適切かも知れません。
室内が外気温程度であれば夜間にエアコンを必要としない場
合も多く、日中においてもエアコンの仕事量は激減するはずで
す。私は効率的に日射を遮って建物の温度上昇を阻止し、さら
に外気を導入することで、室内を“外気そのもの”の状態に近
づけることを考えています。持続可能な夏期快適空間の実現は
２１世紀の大きな課題です。

都市部における居住空間を確保するためにマンションのスト
ックは重要な問題です。少子高齢化と経済の停滞が進んでいる
と言われているとはいえ、新築マンションは依然として供給が
続いており、マンションのストックは増加の一途をたどってい
ます。そのいっぽうで世帯数が減少していることもあり、スト
ックされているマンションの中には、将来においても継続的に
居住される良好な物件だけでなく、棟単位で空室または空室率
が高い物件も増加傾向にあります。また、日本においてマンシ
ョンが大量に供給され始めてから約半世紀が経過し、老朽化へ
の対応を含めた新しい管理手法の開発も焦眉な課題のひとつで
す。このようにマンションの空室問題と管理のあり方について、
田尻研究室では以下のようなテーマに取り組んでいます。
【１】マンション空室の有効活用
マンションは都市部における社会資本の一部と考えられます。
社会的あるいは地域として有効に利用しない手はありません。
居住やテナント以外の利用法について既存の既存入居者と共存

できる利用方法の研究を進めています。
【２】マンション管理の新しいありかた
マンションの管理は一般的に、マンションの居住者が管理組
合を結成し、外部の管理会社へ全部あるいは一部を委託する場
合が多いと思います。多くの場合、築年数が浅いマンションで
はあまり問題にはなりませんが、年数を重ねると管理組合の運
営に対する考え方の相違や、日常の管理に対する温度差、マン
ション管理における究極の場面である立替の問題など様々な課
題が顕在化してきます。これは、オーナーや居住者層といった
住む人の変化に加えて、技術革新や流行により生活様式が変化
します。さらに社会風潮や災害の経験などとともにコミュニテ
ィや防災意識も変化します。これらの要素をモデリングに取り
入れた新しい管理手法について、居住者と管理会社の双方の立
場から費用対効果も考慮した最適な管理手法について研究を進
めています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

猛暑は日陰で克服しよう！
製造学科 香 村 誠 准教授

香村 誠（こうむら まこと）准教授 博士（工学）、慶應義塾大学博士課程中退、都内エンジニアリング企業を経て２００２年も
のつくり大学着任、現在に至る。明治大学兼任講師、東京海洋大学非常勤講師、専門分野：流体力学・伝熱工学（連絡先：０４８‐
５６４‐３８４６）

マンションストックの有効活用とこれからのマンション管理
建設学科 田 尻 要 准教授

田尻 要（たじり かなめ）准教授 九州大学大学院博士課程、博士（工学）、ゼネコンの技術研究所、国立群馬工業高等専門
学校助教授を経て２００５年９月よりものつくり大学准教授。建設に関する調査分析に取り組む。（連絡先：０４８‐５６４‐３８２５／tajiri@iot.
ac.jp）
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埼
玉
県
の
最
低
賃
金

（
平
成
２
３
年
度
）

埼
玉
県
最
低
賃
金

時
間
額
（
円
）

埼
玉
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
下
記
の

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
る
人
を

除
く
。）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
効
日

7
5
9

２
３
．１
０
．１

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

時
間
額
（
円
）

次
の
人
達
に
は
、
上
記
の
「
埼
玉
県
最
低
賃

金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
効
日

非
鉄
金
属
製
造
業

（
非
鉄
金
属
第
１
次
製
錬
・
精
製
業
、
非
鉄
金
属
素

形
材
製
造
業
及
び
そ
の
他
の
非
鉄
金
属
製
造
業
を
除

く
。）

8
2
4

１
．
１８
歳
未
満
又
は
６５
歳
以
上
の
者

２
．
雇
入
れ
後
３
月
未
満
の
も
の
で
あ
っ
て
、

技
能
習
得
中
の
も
の

３
．
清
掃
又
は
片
付
け
の
業
務
や
手
作
業
に

主
と
し
て
従
事
す
る
者

４
．
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
手
作
業
に
よ
る

包
装
、
袋
詰
め
、
箱
詰
め
又
は
運
搬
の

作
業
に
主
と
し
て
従
事
す
る
者

２
３
．１
２
．８

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

（
医
療
用
計
測
器
製
造
業
（
心
電
計
製
造
業
を
除

く
）
を
除
く
。）

8
2
8

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

（
産
業
用
運
搬
車
両
・
同
部
分
品
・
付
属
品
製
造
業

及
び
そ
の
他
の
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業（
自
転
車
・

同
部
分
品
製
造
業
を
除
く
）
を
除
く
。）

8
3
7

光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
時
計
・
同
部
分
品
製

造
業

8
3
6

各
種
商
品
小
売
業

（
衣
・
食
・
住
に
わ
た
る
各
種
の
商
品
を
小
売
す
る

事
業
が
該
当
す
る
。）

7
9
6

自
動
車
小
売
業

（
二
輪
自
動
車
小
売
業
（
原
動
機
付
自
転
車
を
含

む
）
を
除
く
。）

8
3
7

（
注
１
）
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
時
間
外
・
深
夜
・
休
日
手
当
、
臨
時
又
は
１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
２
）
著
し
く
労
働
能
力
が
低
い
人
な
ど
に
つ
い
て
、
埼
玉
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
最
低
賃
金
の
特
例
許
可
金
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

埼
玉

労
働

局

― ２２―
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新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
が

一
〇
月
二
四
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
で
開
催
さ
れ
た
。

入
社
後
半
年
が
経
ち
、
職
場
や
仕
事

に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
戦
力
と
し
て
大

き
く
期
待
さ
れ
る
半
面
、
色
々
な
疑
問

や
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
る
こ
の
時
期

に
「
入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、
よ

り
良
い
仕
事
を
遂
行
す
る
た
め
の
考
え

方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、
今
ま
で
以
上
に

積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
意

欲
の
向
上
を
図
る
」
た
め
、
参
加
し
た

三
八
名
が
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師
・
古
澤
美
奈
子
人
材
教
育
研
究
所

代
表
古
澤
美
奈
子
氏
に
よ
る
講
義
は
、

主
に
以
下
の
五
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
た
。
�
「
入
社
後
の
職
場
生

活
を
振
り
返
っ
て
」
�
「
職
場
で
期
待

さ
れ
る
心
構
え
と
役
割
の
再
確
認
」
�

「
仕
事
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
」
�
「
職
場

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
を
振
り
返
っ

て
」
�
「
今
後
の

挑
戦
課
題
と
目
標

設
定
を
考
え
る
」。

全
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
と
グ
ル
ー

プ
討
議
と
し
、「
体

験
と
振
り
返
り
」

を
重
ね
る
こ
と
で

気
づ
い
た
こ
と
を

職
場
で
の
具
体
的

な
実
践
に
繋
げ
る

よ
う
な
内
容
と
な
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
指
示
待
ち
で
は
な

く
、『
今
自
分
が
出
来
る
こ
と
は
何
か
』

を
常
に
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
気
付
い
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
出
、

貴
重
な
「
振
り
返
り
の
場
」
と
な
っ
た

よ
う
だ
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
�
、

ア
ロ
ハ
ガ
ス
�
�
、
牛
山
電
工
�
�
、

ウ
ム
ヴ
ェ
ル
ト
�
�
、
柏
木
建
設
�
�
、

�
亀
屋
�
、
�
関
東
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
�
、
関
東
自
動
車
�
�
、
関
東

分
岐
器
�
�
、
一
般
財
団
法
人
さ
い
た

ま
住
宅
検
査
セ
ン
タ
ー
�
、
�
シ
ョ
ー

モ
ン
�
、
太
陽
管
財
�
�
、
東
京
イ
ン

キ
�
�
、
東
特
塗
料
�
�
、
中
原
建
設

�
�
、
�
ニ
チ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
�
、
日
本
地
工
�
�
、
守
屋
八
潮
建

設
�
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
三
八
名
。

青
年
経
営
者
部
会
の
十
月
例
会
が
十

月
十
三
日
�
午
後
、
大
宮
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
二
十
一
名
が
参
加
し
、

講
演
会
と
懇
親
会
の
二
部
構
成
で
開
催

さ
れ
た
。

第
一
部
の
講
演
会
は
、
株
式
会
社
ベ

ン
チ
ャ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
社
長
肥
土
伊
知

郎
（
あ
く
と

い
ち
ろ
う
）
氏
に
よ
り

行
わ
れ
、
梶
原
靖
友
副
部
会
長
（
梶
原

工
業
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ

た
。開

会
で
松
本
伸
一
郎
部
会
長
（
松
本

商
会
）
は
「
こ
の
混
迷
す
る
社
会
で
、

ど
う
経
営
し
、
ど
う
生
き
る
の
か
等
に

つ
い
て
悩
み
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今

般
は
、
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、

十
一
日
に
初
の
秩
父
産
と
な
る
シ
ン
グ

ル
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
「
イ
チ
ロ
ー
ズ

モ
ル
ト
秩
父
ザ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
発

売
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
の
肥

土
伊
知
郎
社
長
を
お
招
き
し
、
そ
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
精
神
を
大
い
に
参
考
に
し
、

学
び
た
い
と
、
挨
拶
を
行
っ
た
。

ご
講
演
を
い
た
だ
く
肥
土
伊
知
郎
氏

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
羽
生
蒸
留
所
を

運
営
し
て
い
た
東
亜
酒
造
設
立
者
の
孫

に
生
ま
れ
る
。
東
京
農
業
大
学
に
入
学

し
、
醸
造
学
を
専
攻
、
サ
ン
ト
リ
ー
に

入
社
。
そ
の
後
、
父
が
経
営
す
る
東
亜

酒
造
に
入
社
。
東
亜
酒
造
の
経
営
危
機

に
よ
り
、
同
社
の
羽
生
蒸
留
所
は
売
却

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
氏
は
ウ
イ
ス
キ
ー

原
酒
を
引
き
取
っ
て
く
れ
る
企
業
を
探

し
続
け
、
福
島
県
の
笹
の
川
酒
造
か
ら

の
援
助
を
取
り
付
け
た
。
２
０
０
４
年

秩
父
市
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
社

を
設
立
。
氏
は
技
術
指
導
者
と
し
て
笹

の
川
酒
造
に
通
い
、
０５
年
自
分
の
名
を

冠
し
た
「
イ
チ
ロ
ー
ズ
・
モ
ル
ト
」
と

し
て
商
品
化
。
そ
し
て
、
イ
チ
ロ
ー
ズ
・

モ
ル
ト
カ
ー
ド
シ
リ
ー
ズ
の
「
キ
ン
グ

オ
ブ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ
」
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
「
ウ
イ
ス
キ
ー
マ
ガ
ジ
ン
」
の
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
モ
ル
ト
特
集
で
最
高
得
点
の

「
ゴ
ー
ル
ド
ア
ワ
ー
」
に
選
ば
れ
た
。

０７
年
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
秩
父

蒸
留
所
が
完
成
。
今
月
十
一
日
、
秩
父

蒸
留
所
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー

第
一
弾「
イ
チ
ロ
ー
ズ
モ
ル
ト
秩
父
ザ
・

フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
新
発
売
。

講
演
で
は
、
最
初
の
六
百
本
を
売
る

の
に
二
年
か
か
っ
た
こ
と
、
当
社
の
ウ

イ
ス
キ
ー
は
、
大
麦
麦
芽
と
酵
母
と
水

だ
け
で
作
っ
て
い
る
こ
と
等
々
を
話
さ

れ
、
ま
た
、
同
時
に
試
飲
を
行
い
、
一
、

ホ
ワ
イ
ト
ラ
ベ
ル

二
、
秩
父
ザ
・
フ

ァ
ー
ス
ト

三
、
二
十
三
年
カ
ス
ク
ス

ト
レ
ン
グ
ス

四
、
イ
チ
ロ
ー
ズ
ブ
レ

ン
ド
三
十
三
年
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格

は
、
三
千
五
百
円
、
一
万
円
、
五
万
円
、

十
万
円
で
、
そ
の
違
い
を
味
わ
い
な
が

ら
至
福
の
時
を
過
ご
し
た
。
数
々
の
困

難
を
乗
り
越
え
た
氏
で
あ
る
が
「
秩
父

と
い
う
土
地
の
良
さ
を
ウ
イ
ス
キ
ー
に

込
め
る
こ
と
が
で
き
、
地
球
の
裏
側
で
、

こ
れ
が
イ
チ
ロ
ー
の
作
っ
て
い
る
酒
か
、

と
楽
し
ん
で
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
最
高

で
す
」。
と
講
演
を
結
ば
れ
た
。
そ
の

後
、山
口
浩
人
幹
事（
守
屋
八
潮
建
設
）

の
謝
辞
を
い
た
だ
き
、
第
一
部
は
終
了

し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
眞
子
岳
志
会

計
監
事
（
真
工
社
）
の
司
会
進
行
で
始

ま
り
、
矢
部
利
人
幹
事
（
丸
和
工
業
）

に
よ
る
ウ
イ
ス
キ
ー
で
の
乾
杯
で
幕
を

開
け
、
続
い
て
、
肥
土
社
長
を
囲
み
な

が
ら
和
気
藹
々
の
懇
親
が
続
き
、
藤
池

一
誠
副
部
会
長
（
デ
サ
ン
）
の
閉
会
挨

拶
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
十
月
例
会

ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
肥
土
社
長
が
講
演

新新
入入
社社
員員
フフ
ォォ
ロロ
ーー
アア
ッッ
ププ

報
告
・
連
絡
・
相
談
の
仕
方

と
そ
の
重
要
性
を
再
確
認

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て

気
づ
い
た
こ
と
を
話
し
合
い

「
気
づ
き
」
と
し
て
発
表

挨
拶
す
る
松
本
部
会
長

講
演
す
る
肥
土
伊
知
朗
社
長

―２３―



県
内
企
業
の

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
し
ま
す

年
末
の
資
金
需
要
に
対
応
し
た

県
制
度
融
資
の
ご
案
内

女
性
の
力
で
埼
玉
を
元
気
に

埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進

◆
埼
玉
県
上
海
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
、
開
設
１
周
年

県
は
、
経
済
成
長
著
し
い
中
国
市
場
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
拠
点
と
し
て
、
昨
年
１１
月
１

日
に
埼
玉
県
上
海
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
１０
月
末
ま
で
の
１

年
間
で
、
商
品
輸
出
や
現
地
法
人
の
設
立
な

ど
中
国
市
場
へ
の
参
入
を
果
た
し
た
事
例
は

８
件
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
相
談
は
、
製
造
業
や
小
売
り
な
ど
多
様

な
業
種
か
ら
３
０
２
件
に
上
っ
て
い
ま
す
。

去
る
１０
月
３１
日
か
ら
１１
月
２
日
ま
で
、
中

国
に
お
け
る
県
内
企
業
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
上
田
知
事
は
、

埼
玉
県
議
会
上
海
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
視
察
訪
問

団
、
森
谷
文
昭
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
代

行
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
経
済
関
係
者
の
皆

様
と
上
海
を
訪
問
し
ま
し
た
。

現
地
で
知
事
は
、
県
内
企
業
を
中
心
に
約

１
８
０
名
が
参
加
す
る
交
流
会
を
開
催
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、

在
上
海
日
本
国
総
領
事
、
日
本
貿
易
振
興
機

構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
上
海
セ
ン
タ
ー
所
長
、
上

海
日
本
商
工
ク
ラ
ブ
理
事
長
等
と
意
見
交
換

を
行
い
、
中
国
進
出
を
目
指
す
県
内
企
業
の

応
援
団
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
上
海
市
及
び
近
隣
市
（
塩
城
市
、

大
豊
市
、
常
熟
市
、
丹
陽
市
）
の
要
人
と
会

談
し
協
力
関
係
の
構
築
を
図
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
埼
玉
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
新
大
洲
本

田
摩
托
有
限
公
司
（
本
田
技
研
工
業
�
現
地

合
弁
会
社
）
と
飾
夢
楽
（
上
海
）
商
貿
有
限

公
司
（
�
し
ま
む
ら
現
地
法
人
）
及
び
中
国

で
最
も
有
名
な
化
粧
品
・
ト
イ
レ
タ
リ
ー
メ

ー
カ
ー
上
海
家
化
聯
合
股
�
有
限
公
司
を
訪

問
し
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。

◆
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
ま
し
た

県
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
に
お
け
る
県
内

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
も
開
始
し
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
国
・
都
市

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク

２
名

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
弁
護
士
）

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ

１
名

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

�
業
務
内
容

現
地
情
報
提
供
、
展
示
会
出

展
支
援
、
取
引
先
紹
介
、
現
地
専
門
家
紹

介
�
費
用

無
料

�
申
込
窓
口

�
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
内

埼
玉
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

電
話

０
４
８
―
６
４
７
―
４
１
５
６

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
企
業
立
地
課
（
０
４
８
―
８
３
０
―
３

７
６
６
）

事
業
資
金
（
短
期
貸
付
）

賞
与
支
払
い
や
仕
入
れ
等
の
た
め
の
資
金

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
１.１
％
以
内
（
信
用
保
証
な
し
融

資
は
年
１.５
％
以
内
）
で
、
限
度
額
は
３
、０

０
０
万
円
で
す
。

経
営
安
定
資
金
（
特
定
業
種
関
連
）

最
近
３
か
月
の
平
均
売
上
高
が
、
前
年
同

期
よ
り
５
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
（
５
号
）

に
対
応
し
た
低
利
の
資
金
で
、
利
率
は
年
１.３

％
以
内
、
限
度
額
は
５
、０
０
０
万
円
で
す
。

経
営
あ
ん
し
ん
資
金

売
上
高
や
利
益
率
が
減
少
し
て
い
る
、
ま

た
は
、
今
後
減
少
す
る
見
込
み
の
場
合
に
、

減
少
率
に
拘
ら
ず
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
１.８
％
以
内
、
限
度
額
は
５
、０

０
０
万
円
で
す
。

借
換
資
金

平
成
二
十
一
年
度
以
前
に
借
り
入
れ
た
県

制
度
融
資
を
借
り
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
毎

月
の
返
済
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
新
規
運
転
資
金
も
追
加
可
能
）。

利
率
は
金
融
機
関
所
定
利
率
、
限
度
額
は

１
億
円
（
既
往
借
入
金
、
新
規
運
転
資
金
及

び
借
換
え
時
に
支
払
う
信
用
保
証
料
相
当
額

の
合
計
）
で
す
。

※
融
資
に
当
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び
信
用

保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
短
期
貸
付
を
保
証
な
し
で
ご
利
用
い
た
だ

く
場
合
を
除
き
、
別
途
、
信
用
保
証
料
が

必
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
金
融
課（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
１
）

◆
推
進
委
員
会
の
開
催

県
で
は
、
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
り
本
県

経
済
を
活
性
化
す
る
「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
」
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
広
く
経
済

界
か
ら
生
の
声
を
聞
く
た
め
、「
埼
玉
版
ウ

ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

１０
月
１１
日
に
第
１
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
、「
女
性
の
労
働
力
率
を
高

め
男
女
の
賃
金
格
差
を
埋
め
る
こ
と
で
、
好

循
環
を
生
み
出
し
経
済
を
活
性
化
し
た
い
。

ま
た
、
労
働
界
・
産
業
界
の
協
力
を
得
て
多

様
な
働
き
方
の
モ
デ
ル
を
作
り
、
実
証
的
な

成
果
を
出
す
仕
組
み
を
作
り
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

県
内
の
経
営
者
な
ど
男
女
７
人
で
構
成
さ

れ
る
委
員
会
の
各
委
員
か
ら
は
、
保
育
所
の

送
迎
に
お
け
る
課
題
や
学
童
保
育
で
の
学
校

校
舎
の
有
効
活
用
な
ど
の
ほ
か
、
家
庭
を
持

つ
女
性
が
起
業
し
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１０
月
２８
日
に
は
第
２
回
会
議
を
開

催
し
、
委
員
か
ら
は
女
性
管
理
職
を
増
や
す

た
め
の
取
組
の
検
討
、
中
学
生
・
高
校
生
向

け
に
女
性
経
営
者
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ

て
起
業
家
意
識
を
高
め
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

実
施
及
び
女
性
経
営
者
が
利
用
し
や
す
い
融

資
制
度
の
充
実
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。県

で
は
、
推
進
委
員
会
を
年
内
４
回
開
催

し
、
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
、
埼

玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
の
取
組
内
容
や
来
年

度
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
推
進
委
員
会
の
委
員
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

座

長
斉
之
平
伸
一

三
州
製
菓
�

代
表
取
締
役
社
長

副
座
長

久
賀
き
よ
江

�
メ
ガ
ネ
マ
ー
ケ
ッ
ト

代
表
取
締
役

栗
田
美
和
子

�
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ

常
務
取
締
役

さ
わ

和
代

�
さ
わ
研
究
所

代
表
取
締
役

�
橋

行
憲

�
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役
社
長

安
野

清

�
ベ
ル
ー
ナ

代
表
取
締
役
社
長

中
垣

陽
子

内
閣
府

男
女
共
同
参
画

局

調
査
課
長

◆
県
内
企
業
６
０
０
社
訪
問
に
よ
る
短
時
間

勤
務
制
度
の
普
及
促
進

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に
よ
り
、
平
成

２４
年
７
月
１
日
か
ら
３
歳
未
満
の
子
を
養
育

す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
１
日
６
時
間
の
短

時
間
勤
務
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
す
べ
て
の

事
業
主
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
短
時
間
勤
務
の
円
滑
な

導
入
を
促
す
た
め
、
今
年
の
６
月
か
ら
２
か

月
間
で
県
内
企
業
６
０
０
社
を
訪
問
し
、
離

職
の
防
止
や
優
秀
な
人
材
の
確
保
な
ど
経
営

面
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
法
律

の
周
知
徹
底
と
実
態
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
短
時
間
勤
務
制
度
を
導
入
し

て
い
る
企
業
の
割
合
は
全
体
で
７７
％
で
、
規

模
別
で
は
１
０
０
人
以
上
企
業
で
８１
％
、
１

０
０
人
未
満
の
企
業
で
５９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
制
度
の
利
用
実
績
が
あ
る
と
回

答
し
た
企
業
の
割
合
は
、
５０
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

県
で
は
、
先
進
的
な
取
組
事
例
な
ど
も
紹

介
し
な
が
ら
、
訪
問
企
業
６
０
０
社
に
調
査

結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
制
度
の
さ
ら

な
る
定
着
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
page/tanjikan.htm

l

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課
（
０
４
８
―
８
３
０
―

４
５
１
３
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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日
米
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
―
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
成
長
の
源
泉
」

開
催

―
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
日
米
の
経

済
界
が
一
致
し
て
強
く
支
持

経
団
連
は
１０
月
７
日
、
東
京
・
大
手
町
の
経
団

連
会
館
で
、
日
米
経
済
協
議
会
、
米
日
経
済
協
議

会
と
の
共
催
に
よ
り
、
日
米
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
―
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
成
長
の
源
泉
」
を

開
催
し
た
。
当
日
は
日
本
側
、
米
国
側
か
ら
官
民

合
わ
せ
て
約
２
０
０
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
米
倉
弘
昌
経
団
連
会
長
・
日
米
経
済
協

議
会
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
国
内
の
立
地
競
争
力

強
化
の
た
め
に
最
も
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
が

高
い
レ
ベ
ル
の
経
済
連
携
の
推
進
で
あ
り
、
Ｆ
Ｔ

Ａ
Ａ
Ｐ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
）
構
築
に

向
け
て
、
９
カ
国
が
交
渉
を
進
め
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
に
日
本
が
早
期
に
参
加
し
、

米
国
と
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を

主
導
す
べ
き
と
強
調
し
た
。
続
い
て
あ
い
さ
つ
し

た
ジ
ョ
ン
‐
ル
ッ
ク
・
ブ
テ
ル
米
日
経
済
協
議
会

会
長
は
、
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
強
く
支
援
す
る

と
表
明
す
る
と
と
も
に
、
農
業
分
野
で
構
造
改
革

の
た
め
の
猶
予
期
間
な
ど
交
渉
の
余
地
が
与
え
ら

れ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

次
に
、
日
米
政
府
代
表
に
よ
る
基
調
講
演
が
行

わ
れ
た
。
北
神
圭
朗
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
は
、

空
洞
化
が
進
行
す
る
な
か
、
日
本
は
包
括
的
な
経

済
連
携
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
う
え

で
、
米
国
、
豪
州
や
ア
ジ
ア
の
主
要
国
を
含
む
Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
外
交
戦
略
上
も
最
善
の
選
択

肢
で
あ
る
と
し
た
。
米
国
側
は
ロ
ナ
ル
ド
・
カ
ー

ク
米
国
通
商
代
表
部
代
表
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
日
本
の
関
心
を
歓
迎

し
、
日
本
が
国
内
の
議
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

米
国
も
協
力
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
米

国
大
使
館
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｐ
・
ズ
ム
ワ
ル
ト
首

席
公
使
は
、
２１
世
紀
型
の
通
商
ル
ー
ル
の
構
築
を

目
指
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
地
域
経
済
統
合
の
土
台
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
発
展
に

向
け
た
日
米
協
力
の
場
と
な
る
と
述
べ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
討
議
で
は
、
浦
田
秀

次
郎
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー

に
、
日
米
の
経
済
人
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
メ
リ
ッ
ト

や
解
決
す
べ
き
課
題
等
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
ま

ず
、
渡
辺
捷
昭
経
団
連
副
会
長
は
、
優
れ
た
も
の

づ
く
り
の
力
を
活
か
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力
を

強
化
し
、
日
本
全
体
の
成
長
に
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
た
め
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
通
じ

た
他
国
に
劣
ら
な
い
事
業
環
境
の
整
備
と
、地
域
・

世
界
の
ル
ー
ル
づ
く
り
へ
の
関
与
が
必
要
と
述
べ

た
。
ま
た
、
農
林
漁
業
等
の
活
性
化
に
向
け
た
経

団
連
会
員
企
業
に
よ
る
２
２
４
の
取
り
組
み
事
例

を
紹
介
し
、
日
本
の
農
業
も
、
も
の
づ
く
り
の
経

験
を
活
か
し
て
競
争
力
を
強
化
で
き
る
と
し
た
。

坂
根
正
弘
経
団
連
副
会
長
は
、
被
災
地
の
復
興
の

た
め
に
は
第
一
次
産
業
が
海
外
の
成
長
市
場
に
打

っ
て
出
る
必
要
が
あ
り
、
成
長
の
カ
ギ
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
が
目
指
す
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
構
築
を
通
じ
た
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
と
の
共
存
共
栄
で
あ
る
と
述
べ
た
。

カ
ー
ル
・
ル
カ
チ
・
デ
ュ
ポ
ン
イ
ー
ス
ト
ア
ジ

ア
地
域
統
括
兼
デ
ュ
ポ
ン
Ｋ
Ｋ
会
長
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
最
も
重
要
な
意
義
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新
素
材
、

農
業
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
日
米
企
業
の
協
力

が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ア
リ
・

バ
ハ
ジ
・
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
会
長
は
、
雇

用
創
出
、
生
活
水
準
向
上
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

促
進
と
い
っ
た
自
由
貿
易
の
恩
恵
を
あ
ら
た
め
て

強
調
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
日
本
の
早
期
の
決

断
を
期
待
す
る
と
語
っ
た
。
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ク
シ

ュ
ナ
ー
在
日
米
国
商
工
会
議
所
東
北
復
興
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
共
同
委
員
長
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
副
委
員
長
は
、
被
災
地
域
の
復
興
に
向
け
て
、

特
区
の
活
用
で
農
業
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
等
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
よ
う
提
言
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

契
機
と
す
る
全
国
規
模
で
の
改
革
促
進
と
そ
れ
に

よ
る
日
本
経
済
活
性
化
へ
の
期
待
を
表
明
し
た
。

最
後
は
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
浦
田
教
授
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
誤
解
を
解
く
う
え
で
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
等
を
通
じ
た
正
確
な
情
報
の
伝
達
が
重
要
と

締
め
く
く
っ
た
。

２
０
１
０
年
度
社
会
貢
献
活
動
実
績

調
査
結
果
を
公
表

―
厳
し
い
経
済
情
勢
下
で
も
企
業
は

自
主
的
判
断
で
展
開

経
団
連
社
会
貢
献
推
進
委
員
会
（
古
賀
信
行
共

同
委
員
長
、
佐
藤
正
敏
共
同
委
員
長
）
と
１
％
ク

ラ
ブ
（
佐
藤
正
敏
会
長
）
は
１０
月
１８
日
、「
２
０

１
０
年
度
社
会
貢
献
活
動
実
績
調
査
」
を
公
表
し

た
。同

調
査
は
１
９
９
１
年
以
降
毎
年
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
は
、
２
０
１
０
年
度
に
お
け
る
社
会

貢
献
活
動
支
出
額
と
社
会
貢
献
活
動
推
進
の
た
め

の
社
内
制
度
の
状
況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
４
２
５
社
、
連
結
対
象
企
業
を
含
め
る
と
約

６
１
０
０
社
か
ら
回
答
を
得
た
。
な
お
、
東
日
本

大
震
災
に
関
す
る
被
災
者
・
被
災
地
支
援
に
つ
い

て
は
、
別
途
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
今
回
の
調

査
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
社
平
均
社
会
貢
献
活
動
支
出
額
は
、
２
年
連
続

回
答
企
業
で
ほ
ぼ
横
ば
い

２
０
１
０
年
度
の
社
会
貢
献
活
動
支
出
額
の
合

計
額
は
１
５
６
７
億
円
と
前
年
度
よ
り
３４
億
円
増

加
し
た
も
の
の
、
調
査
回
答
社
数
の
増
加
も
あ
り
、

１
社
当
た
り
平
均
支
出
額
は
３
億
８
５
０
０
万
円

と
１２
・
７
％
減
少
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
年
度
と
今
年
度
連
続
で
回

答
し
た
企
業
の
み
で
比
較
す
る
と
、
１
社
平
均
支

出
額
は
前
年
度
比
２
・
８
％
減
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で

あ
っ
た
。

厳
し
い
経
済
情
勢
の
下
に
あ
っ
て
も
社
会
貢
献

活
動
支
出
を
維
持
・
拡
大
し
た
企
業
も
多
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
鑑
み
、
自
主
的
な
判
断
に
基
づ

い
て
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

分
野
別
の
支
出
割
合
を
見
る
と
、「
教
育
・
社

会
教
育
」
分
野
へ
の
支
出
が
４
年
連
続
で
最
多
と

な
っ
て
い
る
。
次
い
で
「
学
術
・
研
究
」「
環
境
」

の
占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

社
会
貢
献
活
動
推
進
の
た
め
の
社
内
制
度
が
定
着

回
答
企
業
の
う
ち
、
約
５
割
の
企
業
が
社
会
貢

献
支
出
を
予
算
化
し
、
社
会
貢
献
活
動
を
計
画
的

に
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
担
当
役
員
を
任
命

し
て
い
る
企
業
や
専
門
部
署
・
担
当
者
を
設
置
し

て
い
る
企
業
が
約
６
割
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制

度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
が
約
５
割
に
上
っ
て
い

る
。詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
�http

://
w
w
w
.keidanren.or.jp/japanese/policy/2011/097

/index.htm
l

）
に
掲
載
。

提
言
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
に
向
け
た
重
要
課
題
」
を

公
表

経
団
連
は
１０
月
１８
日
、
提
言
「
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
た
重
要
課
題
」
を
公

表
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
踏
ま
え
内
容

の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
た
「
第
４
期
科
学
技
術

基
本
計
画
」
が
８
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
か
ね
て

経
団
連
が
主
張
し
て
き
た
課
題
解
決
型
の
「
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
」
の
推
進
等
が
う
た

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
そ
の
具
体
化
が

重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
今
般
、
産
業
界
と
し
て
特

に
重
要
と
考
え
、
か
つ
自
ら
も
主
体
的
に
関
与
す

る
意
欲
の
あ
る
課
題
お
よ
び
そ
の
解
決
に
資
す
る

具
体
的
施
策
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
概
要
は

次
の
と
お
り
。

１
�
解
決
す
べ
き
重
要
課
題
と
具
体
的
施
策

�
強
靭
か
つ
柔
軟
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
）
な
社
会
の

構
築震

災
の
経
験
に
よ
っ
て
重
要
課
題
と
し
て
強

く
認
識
さ
れ
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
の
構
築

を
実
現
す
る
に
あ
た
り
、
特
に
重
要
な
カ
ギ
を

握
る
の
は
急
速
な
技
術
革
新
が
進
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
の
拡
大
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
災
害

予
測
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
、
災
害
時
で
も
つ
な
が
る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
、
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
を
通
じ
た

個
人
の
行
政
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
対
応
で
き

る
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
・
実
証
実

験
の
促
進
お
よ
び
運
用
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図

る
。

�
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

低
炭
素
社
会
の
実
現
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
面
、
需
要

面
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

３
つ
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
。
具
体
的
に
は
、
供
給
面
で
は
、
太
陽
電

池
や
火
力
発
電
の
高
効
率
化
、
原
子
力
の
安
全

性
向
上
、
需
要
面
で
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
よ

う
な
空
調
・
冷
凍
シ
ス
テ
ム
の
高
効
率
化
や
炭

素
繊
維
に
よ
る
材
料
の
軽
量
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
（
注
１
）
に
関
す
る
研
究
開
発
・
実
用
化
を

促
進
す
る
。

�
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

わ
が
国
に
お
い
て
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す

る
な
か
、
国
民
が
健
康
か
つ
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
社
会
を
整
備
す
る
た
め
、
予
防
医
療
や

テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
治
療
（
注
２
）
、
革
新
的
医
薬
品
・

医
療
機
器
の
創
出
、
次
世
代
医
療
・
健
康
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
推
進
す
る
。

（
注
１
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
通
じ
、
電
力
の
流
れ

を
供
給
側
・
需
要
側
の
両
方
か
ら
制
御

し
、
最
適
化
す
る
送
電
網

（
注
２
）
個
々
の
体
質
・
病
態
等
に
応
じ
た
最
も

効
果
的
な
治
療

２
�
東
北
地
方
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点

の
形
成

東
北
地
方
の
復
興
・
再
生
を
目
指
し
、
特
区
制

度
も
活
用
し
つ
つ
、
地
方
の
特
性
も
踏
ま
え
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
づ
く
り
を
行
う
。
具
体
的

に
は
、
世
界
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究

開
発
拠
点
、
医
療
産
業
等
が
集
積
す
る
健
康
医
療

都
市
、あ
る
い
は
東
北
地
方
が
強
み
を
持
つ
材
料
・

電
子
部
品
分
野
の
研
究
開
発
拠
点
を
創
出
す
る
。

３
�
次
世
代
人
材
の
育
成

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
重
要
な
基
盤
は
人
材

で
あ
り
、
諸
外
国
で
も
次
世
代
人
材
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
つ
い
て
も
、
初
等
中

等
教
育
に
お
け
る
理
科
離
れ
の
防
止
や
高
度
理
工

系
人
材
の
育
成
を
産
学
官
の
連
携
に
よ
っ
て
強
力

に
推
進
す
る
。◇

◇

◇

こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
産
学

官
お
よ
び
府
省
庁
間
の
枠
を
超
え
た
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
強
力
な
司
令
塔
機
能

を
持
つ
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
本

部
」、
産
業
界
の
意
見
を
反
映
す
る
「
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
協
議
会
」、
政
策
課
題
の

解
決
に
資
す
る
「
研
究
開
発
法
人
」
を
整
備
す
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２５―



よ
く
新
聞
等
で
会
社
の
減
給
の
懲
戒
処
分
と
し

て
、
月
給
者
に
つ
い
て
、「
減
給
一
割
三
か
月
」

と
い
っ
た
制
裁
の
記
事
が
載
る
。

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
処
分
は
労
働

基
準
法
違
反
と
な
る
。
そ
れ
は
、
同
法
第
九
一
条

で
、「
就
業
規
則
で
、
労
働
者
に
対
し
て
減
給
の

制
裁
を
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
減
給
は
、

一
回
の
額
が
平
均
賃
金
の
一
日
分
の
半
額
を
超
え
、

総
額
が
一
賃
金
支
払
期
に
お
け
る
賃
金
の
総
額
の

十
分
の
一
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
戦
前
の
工
場
法
の

解
釈
と
し
て
、
制
裁
と
し
て
の

「
減
給
又
は
過
怠
金
は
一
回
の

過
失
に
対
し
一
日
に
付
賃
金
の

半
額
、
総
額
に
お
い
て
賃
金
三

日
分
を
超
え
ざ
る
こ
と
。
但
し
、

巳
む
を
得
ざ
る
事
情
あ
る
場
合

に
は
、
五
日
分
ま
で
認
む
る
こ
と
。」（
大
正
一
五
・

一
二
・
一
三
発
労
第
七
一
号
）
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
由
来
す
る
。

一
回
の
額
と
は
、
一
件
の
こ
と
を
意
味
し
、
遅

刻
一
件
も
一
回
で
あ
り
、
重
大
な
事
故
も
一
件
は

一
回
で
あ
る
。「
総
額
が
一
賃
金
支
払
期
に
お
け

る
賃
金
の
総
額
の
十
分
の
一
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
」
と
は
、
一
賃
金
支
払
期
に
発
生
し
た
数
事
案

に
対
す
る
減
給
の
総
額
が
、
当
該
賃
金
支
払
期
に

お
け
る
賃
金
の
総
額
の
一
〇
分
の
一
以
内
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り（
昭
和
二
三
・

九
・
二
〇
基
収
第
一
七
八
九
号
）、
こ
れ
を
超
え

た
場
合
に
は
、
そ
の
部
分
の
減
給
は
、
次
時
期
の

賃
金
支
払
期
に
延
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
管
理
者
の
部
下
監
督
の
怠
慢
と

し
て
、
月
給
の
一
割
三
か
月
の
処
分
を
す
る
の
な

ら
、
処
分
対
象
行
為
が
一
八
件
分
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
の
よ
う
な
間
違
い
を
企
業
が
す
る
の
は
、「
給

与
の
十
分
の
一
を
三
カ
月
間
減
俸
す
る
」
と
い
っ

た
処
分
が
、
公
務
員
に
つ
い
て
よ
く
報
ぜ
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
公
務
員
は
、
人
事
院

規
則
一
二
―
〇
（
職
員
の
懲
戒
）
に
お
い
て
「
減

給
は
、
一
年
以
下
の
期
間
、
俸
給
の
月
額
の
五
分

の
一
以
下
に
相
当
す
る
額
を
、
給
与
か
ら
減
ず
る

も
の
と
す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
国
家
公

務
員
に
は
労
基
法
は
適
用
さ
れ
な
い
（
国
公
法
附

則
第
一
六
条
）
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
処
分
は
問
題

な
い
。
し
か
し
、
民
間
企
業
で
は
労
基
法
が
適
用

さ
れ
る
の
で
、
公
務
員
と
同
じ
減
給
処
分
は
同
法

違
反
と
な
る
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
制
裁

と
し
て
は
、
公
務
員
の
減
給
制
裁
の
方
が
相
当
で

あ
る
と
考
え
る
の
が
社
会
通
念
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
「
月
給
の
一
割
何
ヶ
月
」
と
い

っ
た
制
裁
を
適
法
に
行
う
に
は
、
本
人
の
同
意
が

必
要
で
あ
る
。
本
人
の
意
思
に
よ
る
同
意
が
あ
れ

ば
、
労
基
法
第
二
四
条
の
全
額
払
い
の
規
定
に
つ

い
て
も
相
殺
や
控
除
も
有
効
で
あ
る
と
い
う
の
が

判
例
で
あ
る
か
ら
、
減
給
の
制
裁
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
公
務
員
に
準
じ
た
減
給
制
裁
の
時

に
は
、「
本
件
減
給
処
分
は
、
慎
ん
で
お
受
け
致

し
ま
す
。」
と
い
っ
た
労
働
者
本
人
か
ら
の
念
書

な
ど
の
提
出
が
あ
れ
ば
、
本
人
の
同
意
に
よ
る
賃

金
の
カ
ッ
ト
（
ま
た
は
給
与
の
一
部
返
上
）
と
し

て
有
効
と
な
る
。
ま
た
、
本
人
が
減
給
処
分
を
受

け
て
、
こ
れ
に
異
議
な
く
認
め
て
い
る
場
合
も
、

黙
示
の
同
意
と
し
て
成
立
す
る
。

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
る
『
卯
年
』
に
、
長
期
景

気
低
迷
の
回
復
を
期
待
す
る
人
達
が
多
か
っ
た
に

違
い
な
い
。
し
か
し
三
月
に
東
日
本
の
太
平
洋
側

を
襲
っ
た
大
地
震
と
津
波
。
加
え
て
福

島
原
発
事
故
と
、
復
興
も
ま
ま
な
ら
ぬ

う
ち
に
今
年
も
余
す
と
こ
ろ
二
月
と
な

り
、
気
候
も
災
害
発
生
当
時
の
寒
さ
に

近
く
な
っ
て
い
る
。

▼
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
故
郷
の

新
潟
県
・
村
上
で
は
、
鮭
が
三
面
川
を

あ
が
っ
て
く
る
。
鮭
は
自
分
の
生
ま
れ

た
川
の
水
を
覚
え
て
お
り
、
必
ず
そ
の

川
に
成
魚
に
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

そ
の
特
性
を
活
か
し
て
村
上
藩
で
は

鮭
の
人
口
孵
化
を
日
本
一
早
く
採
用
し

て
藩
の
財
政
を
豊
か
に
し
、
ま
た
財
源

で
子
弟
の
教
育
に
力
を
入
れ
た
こ
と
で

も
有
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
も
元

気
で
是
非
と
も
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
。

我
々
も
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
「
鮭

っ
子
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
年
齢
と
共
に
故
郷

を
懐
か
し
く
思
い
、
何
か
故
郷
の
お
役
に
と
考
え

る
が
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
も
の
で

あ
る
。

七
五
三
で
は
何
処
の
家
で
も
鮭
（
い
よ
ば
や
�

出
世
を
願
い
）
を
食
卓
に
お
祝
い
を
行
う
習
慣
が

あ
り
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。

▼
こ
の
地
域
は
米
所
と
し
て
も
有
名
だ
が
、
現
在

話
題
に
な
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
か
ど
う
か
で
頭

を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
一
部
の
農
産
物
生
産

者
は
「
仮
に
安
い
コ
メ
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
も
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
美
味
し
い
コ
メ

を
消
費
者
の
立
場
に
な
っ
て
生
産
す
れ
ば
必
ず
上

手
く
い
き
ま
す
。
総
て
は
信
頼
関
係
構
築
し
か
あ

り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
は
業
種
に
よ
っ
て
大
き
く
左

右
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
総
て
は

根
底
に
存
在
す
る
の
は
『
信
頼
』
し
か

な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。

▼
日
本
を
初
め
世
界
的
に
も
タ
イ
の
大

雨
洪
水
や
ト
ル
コ
で
の
地
震
発
生
な
ど

気
候
が
異
常
状
態
で
、
い
く
ら
文
明
の

粋
を
使
用
し
て
も
自
然
と
は
勝
負
に
は

な
ら
な
い
。

故
郷
の
鮭
の
遡
上
や
コ
メ
の
出
来
ば

え
に
も
影
響
が
実
に
大
き
い
。
同
様
な

事
は
「
商
売
」
に
も
言
え
る
こ
と
で
、

自
然
の
驚
異
と
共
生
し
な
が
ら
信
頼
関

係（
対
仕
入
れ
先
・
対
顧
客
・
対
社
員
・

対
世
間
な
ど
）
を
密
に
し
て
今
後
は
や

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
が
日
本
に
は
山
積
み
さ
れ

て
い
る
。
原
発
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、

円
高
と
企
業
対
応
、
税
収
減
少
と
増
税
問
題
、
高

齢
化
と
医
療
・
年
金
改
定
な
ど
な
ど
で
あ
る
。

大
阪
都
構
想
な
ど
も
出
て
い
る
が
政
治
家
や
官

僚
の
手
腕
に
一
国
民
と
し
て
期
待
す
る
と
こ
ろ
が

多
い
。

第１８４回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

「
減
給
一
割
三
か
月
」
の

懲
戒
と
労
基
法弁

護
士

安
西

�

―２６―
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社宅UR
営業推進チーム 

成成立立

九
月
一
六
日
〜
一
一
月
一
五
日

◆
九
・
一
六

第
三
二
次
小
笠
原
洋
上

研
修
第
三
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
七

企
業
の
た
め
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）

◆
一
〇
・
五

小
笠
原
洋
上
研
修
出
航

（
一
〇
日
ま
で
、
父
島
往
復
）

◆
一
〇
・
一
二

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
＆
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
対
策
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一
八

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
〇

要
員
・
総
額
人
件
費

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
四

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一

給
与
計
算
と
年
末
調
整

セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
七

中
部
地
区
協
議
会
（
さ

い
た
ま
桜
高
等
学
園
）

◆
一
一
・
八

西
部
地
区
協
議
会
（
�

日
立
製
作
所
中
央
研
究
所
）

◆
一
一
・
一
四

北
部
地
区
協
議
会（
�

ジ
ー
テ
ク
ト
）

事
業
だ
よ
り

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門

―２７―
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★
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
支
援
セ
ミ
ナ

ー
第
２
弾
「
企
業
の
国
際
化
を
支
援

す
る
機
関
の
支
援
内
容
と
そ
の
活
用

事
例
に
つ
い
て
」

日
時

１２
月
６
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４
階
市
民
ホ

ー
ル

講
演
�

「
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

国
際
化
セ
ン
タ
ー
の
支
援
内
容

に
つ
い
て
」

講
師

同
セ
ン
タ
ー
海
外
展
開

支
援
課
主
任

宮
下
朋
之
氏

講
演
�

「
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
の
支
援
内
容
に
つ

い
て
」

講
師

同
機
構
総
括
審
議
役

入
野
泰
一
氏

講
演
�

「
支
援
活
用
事
例
〜
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
の
支
援
を
受
け
て
」

講
師

�
金
子
製
作
所
取
締
役

総
務
部
長

秋
山
朋
子
氏

★
正
・
副
会
長
会
議

日
時

１２
月
７
日
�
１４
時
〜
１４
時
５０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
チ
ェ
リ
ー

ル
ー
ム

内
容

理
事
会
に
付
議
す
る
議
題
の
検

討
、
そ
の
他

★
理
事
会

日
時

１２
月
７
日
�
１５
時
〜
１８
時
３０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
２２
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、

平
成
２３
年
度
予
算
事
業
計
画
、

そ
の
他

特
別
講
演

演
題
「
今
後
の
日
本
の
経
済
・
財
政
・

金
融
の
展
望
」

講
師

関
東
財
務
局
長

居
戸
利
明
氏

★
第
７
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１２
月
１６
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

演
題

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
将
来
と
企
業

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響
」

講
師

日
本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員
兼

編
集
委
員

関
口
和
一
氏

★
平
成
２４
年
度
新
年
会
員
懇
談
会

日
時

１
月
１１
日
�
１３
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

特
別
講
演

演
題

「
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

〜
今
こ
そ
本
田
宗
一
郎
に
学
ぶ

と
き
」

講
師

東
京
理
科
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長

一
橋
大

学
名
誉
教
授

伊
丹
敬
之
氏

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

★
第
８
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１
月
１７
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１
・
４０２

演
題

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
フ
ォ

ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
へ
〜
部
下
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
限
に
引

き
出
す
組
織
論
」

講
師

前
早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
監

督

	
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
コ
ー
チ
ン
グ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー

中
竹
竜
二
氏

★
第
２５
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の

集
い

日
時

１
月
２０
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４
階
市
民
ホ

ー
ル

内
容

基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

事
例
発
表

�
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ

マ
�
人
事
総
務
部
人
材

開
発
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー

内
橋
洋
美
氏

�
�
コ
ー
セ
ー
狭
山
検
査

課

足
立

愛
氏

�
�
亀
屋
三
芳
店
店
長

神
田
知
永
子
氏

★
新
入
社
員
研
修

日
時

４
月
６
日
�
１０
時
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０３
研
修
室

内
容

基
調
講
演
・
講
義

※
現
在
、「
会
員
名
簿
」
を
平
成
二
三

年
一
二
月
発
行
に
向
け
て
作
成
し
て

お
り
ま
す
。「
会
員
名
簿
」
が
完
成

次
第
会
員
各
位
に
お
送
り
す
る
予
定

で
す
。

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

埼
玉
音
協

♪埼玉音協主催

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

平成24年3月2日（金）
18 : 30開場 19 : 00開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般3,300円を）（全席指定・税込）
＊�埼玉県経営者協会会員様も上記会費にてご購入いただけます。
＊未就学児のご入場はご遠慮ください。

爆爆笑笑
ラライイ
ブブ

告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
六
五
号

２
０
１
１
年
１１
月
１５
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七
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